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あなたも消防団に入って一緒に活動しませんか？！
　消防団員は、それぞれ職業を持つかたわら、災害時に消防団員として活動する特別職の地方公務員です。

　火災における消火活動はもとより、台風、大雨、地震などの自然災害における活動など、地域住民の

生命と財産を守るために活躍しています。

　阪神淡路大震災や東日本大震災のような大きな災害が発生すれば、地域の人たちが協力して自らを守

るということが大事なこと、また、こうした地域防災の中核となる消防団の役割が重要であることが、

改めて再認識されることになりました。

　また、平常時においても、訓練のほか、応急手当の技術習得、特別警戒、消火器及び消火栓ホース取

扱い講習会、広報活動などに従事し、地域における消防・防災力の向上において重要な役割を担っています。

　あなたも、消防団に入って活動しませんか。

　団員は随時募集しています。詳しくは、粕屋町協働のまちづくり課（☎938-0173）まで。
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町協働
のまちづくり課まで。
☎ 938-0173  FAX 938-3150
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因団長から辞令を受けられる新入団員
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粕屋町議会報告会を
開催します

●開催日　5月15日（火）

●時間　午後7時開会（受付午後6時30分から）

　　　　～午後9時（予定）

●場所　サンレイクかすや多目的ホール

●報告事項　3月議会の主な審議事項

　①「粕屋町議会基本条例」制定に関する経過

　　及び内容説明

　②平成24年度当初予算等審議結果

　町民の皆さまの多数のご参加をお願いします。

●問合せ　粕屋町議会事務局　☎（938）0161

　

　なお、ご参加の際には、「議会だよりかすや」

3月議会号（No.124）をお持ち願います。

「町長と語ろう」のお知らせ「町長と語ろう」のお知らせ
　「粕屋町に生まれて良かった、住んで良かった、住み続けたい」安全で安心して、
そして優しさや幸福を感じ暮らせるまちづくりを目指しています。
　明日の粕屋町を語りましょう。
　希望される方は、下記にて申し込みをお願いします。
　なお、希望者多数の場合は抽選し決定します。申込者には、後日通知いたします。

●対象日　6月7日（木）・20日（水）
●時間　A～Ｅの時間帯のうち1回（30分以内）。
　　　　　A 13:00～13:30
　　　　　B 13:45～14:15
　　　　　C 14:30～15:00
　　　　　D 15:15～15:45
　　　　　Ｅ 16:00～16:30
●場所　粕屋町役場（参加人数によりお部屋
　　　を準備いたします。）　　
●対象　粕屋町内在住又は在勤の個人、グル
　　　ープ、団体（1日5名（組）まで）
●申込方法　ハガキ又はふくおか電子申請で
　　　　　お申し込みください。

【ハガキ】
　住所・氏名・年齢・電話番号・参加予定人数・希
望日・希望の時間帯を明記のうえ、投函してくだ
さい。5月23日（水）まで。（消印有効）

【ふくおか電子申請】
　インターネットで、「粕屋町　ふくおか電子申請」を
検索し、「町長と語ろう」の画面に従って入力して
ください。5月23日（水）締切。
●問合せ・申込み先
　〒811－2392　粕屋町駕与丁一丁目1番1号
　粕屋町協働のまちづくり課　☎938－0173
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後期高齢者医療制度に加入している皆さまへ

平成24年度及び平成２５年度の保険料率が決まりました。

　被保険者ごとの保険料は、被保険者全員が等しく負担する「均等割額」と、
被保険者の総所得金額等に応じて負担する「所得割額」との合計額になります。

※「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等
収入－公的年金等控除」、「給与収入－給与
所得控除」、「事業収入－必要経費」等の合計
額で、各種所得控除前の金額です。

所 得 割 率

均 等 割 額

賦 課 限 度 額

平成22・23年度

９.８７％

５２,２１３円

５０万円

平成24・25年度
１０.８８％
５５,０４５円
５５万円

増　減

１.０１ポイント増

２,８３２円増

５万円増

保険料額

（年額）

均等割額

55,045円

所得割額

〔総所得金額等※－33万円〕
×10.88％（所得割率)

均等割額
軽減割合

９割軽減

８.５割軽減

５割軽減

２割軽減

＝ ＋

◇保険料額の算出方法

◇今年度の保険料軽減措置

◇保険料額の通知について

５,５０４円

８,２５６円

２７,５２２円

４４,０３６円

軽減後の均等割額
（年額）

３３万円（基礎控除額）以下

「３３万円（基礎控除額）＋２４万5千円×世帯主を除く被保険者数」以下

「３３万円（基礎控除額）＋３５万円×被保険者数」以下

※注１　「世帯」とは、４月１日時点の世帯（年度途中で７５歳になる方、県外から転入された方等はその時点）が
　　　　基準となります。
※注２　「軽減対象所得金額」とは、基本的には総所得金額等と同じですが、公的年金等収入の場合、「公的年金等
　　　　収入－公的年金等控除－１５万円」となるなど、例外があります。

※　被用者保険とは、全国健康保険協会管掌保険、組合管掌保険、船員保険、共済組合をさします。
　　国民健康保険・国民健康保険組合は該当しません。

同一世帯内(※注１)の被保険者及び世帯主の軽減対象所得金額(※注２）
の合計額

「３３万円（基礎控除額）以下」かつ「被保険者全員が年金収入８０万円
以下で、その他の所得がない」

５割軽減
総所得金額等が９１万円以下　
（年金受給時満６５歳以上で公的年金収入のみで２１１万円以下の場合です。）

●問合せ　後期高齢者医療お問い合わせセンター ☎６５１－３１１１　
　　　　　粕屋町役場　総合窓口課　国保年金係 ☎９３８－２３１１（内線４４５、４４６）　

○被保険者の所得に応じて、保険料所得割額が軽減されます。

軽減後の保険料（年額）
５,５０４円

○後期高齢者医療制度に加入する前日まで被用者保険※の被扶養者であった方

○世帯(※注１)の所得等に応じて、保険料均等割額が軽減されます。

保険料額の詳細が記載された「平成24年度後期高齢者医療保険料額決定通知書」は、7月に送付する予定です。

均等割額が９割軽減されます。（所得割額は、かかりません。）
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対象者

対象者

対象者

対象者 対象者 対象者

開催場所

利用者負担

利用者負担

対象者

利用者負担

利用者負担

対象者
対象者

対象者

対象者

対象者

対象者

対象者

利用者負担

対象者

上大隈、乙仲原西、柚須、

甲仲原 　

内橋三、江辻山会館、戸原、

サンライフ　

原町、若宮、長戸、大隈 　

花ヶ浦、乙仲原東、

長者原下、阿恵　

福祉センター、長者原中、 

江辻、内橋一 

月

火

水

木

金

開催場所

　　ころ

ゆうゆうサロン 補聴器購入補助食の自立支援サービス
（配食サービス）

高齢者ホームヘルプ
サービス事業

平成24年度  粕 屋 町

粕屋町役場　☎９３８－２３１１（代表）
 高齢者支援係（地域包括支援センター） （内線 553・55４・555）
 障害者福祉係 （内線 558・559）
介護福祉課　☎９３８－０２２９

 

  
障がい者等にも同様の
事業があります。

在宅高齢者支援サービス（概要）

●地域包括支援センターとは？

地域の公民館等において、
仲間と一緒に楽しく「粕
屋転ばん体操」等を行い、
午後は、レクリェーショ
ンやゲームをし、介護予
防に取り組みます。 

65歳以上の比較的元気
な高齢者等で、ご自分で
通所可能な人 

調理をすることが 困難な
高齢者等に対して自宅に
配食サービスの提供とと
もに安否確認を行います。
下記の４業者に委託して
います。
・緑の里
・老人給食センター
・がやがや配食サービス
・宅配クック ワン・ツー・
  スリー

65歳以上の、虚弱及び心
身の障害、並びに疾病等
により調理困難な高齢者
のみの世帯等

１食330円又は400円

障がい者、難病患者等
にも同様の事業があり
ます。

一人暮らしの重度身体
障がい者等にも同様の
事業があります。

障がい（児）者等にも同
様の事業があります。

障がい（児）者等にも同
様の事業があります。

重度障がい者等にも同
様の事業があります。

日常生活に何らかの不安
がある高齢者等にホーム
へルパーを派遣し、 在宅
生活を支援します。 家事
援助を中心に、自立にむ
けての手助けを行います。

おおむね65歳以上の虚
弱高齢者のみの世帯で、
介護保険法による要介護
認定の非該当者等

一割負担があります。

補聴器の購入費の一部を
補助します。

65歳以上の高齢者で、住
民税非課税世帯であるこ
と（再申請は、前回の購入
日から３年経過後に購入
した補聴器であること）

【補助券額】
購入金額の８割
ただし補助限度額は５万円

在宅介護者
ねぎらい手当

寝具洗濯乾燥消毒
サービス

福祉用具購入補助
（介護保険外）

紙おむつ給付

在宅の要介護高齢者等を
常時介護している介護者
の労をねぎらうために支
給します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険要介護認定で
要介護４、５と判定さ
れた高齢者等の同居介
護者

・介護対象期間を連続す
る４か月間とし、その
２分の１以上を在宅で
介護している人

年度間に３回まで申請で
きます。(１回  5万円）

介護保険制度の対象にな
っていない福祉用具の、
購入費の一部を補助しま
す。（１回のみ／年度）

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者

購入金額の８割
ただし補助限度額 １万円

【福祉用具等】
○エプロン・防水シーツ・
リハビリシューズ・肌着・
介護寝間着・失禁パンツ
（紙不可）・おむつカバー、
その他福祉用具と認めら
れるもの

寝たきりや認知症の高齢
者等で、在宅生活におい
て常時おむつを必要とす
る人。

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者等で住
民税非課税者に紙おむつ
を現物給付します。

【給付限度額】
①世帯に住民税課税者が
ほかにいる場合
　　　      　 3千円／月
②住民税非課税世帯等
　　　      　 6千円／月

寝具の衛生管理が困難な
在宅高齢者等に、洗濯や
乾燥消毒のサービスを年
２回行います。
　

介護保険要介護認定で要
介護４、５と判定された
高齢者

なし

緊急通報装置 にこにこ健康教室
（老人クラブ）

生活支援
住宅改修費補助

はり・きゅう費
補助

 

  

急病時の緊急時に迅速適
切な対応ができるように、
一人暮らし高齢者で常時
見守りが必要な方に緊急
通報装置を設置します。
　

・65歳以上の一人暮らし
虚弱高齢者で、見守り
を行う者がいない方

・携帯電話等の通信手段
で緊急通報を行うこと
が困難な方

・住民税課税者は装置設
置費用の半額負担

・住民税非課税者はなし

在宅の高齢者等の世帯に
対し、介護予防のため自
宅での転倒防止等を目的
に、住宅改修費の一部を
補助します。

介護保険要介護認定を受
けていない65歳以上の
高齢者がいる住民税非課
税世帯

・改修に要した額の８割
ただし補助限度額10万円
・事前に申請が必要

はり・きゅう治療を受け 
た場合、施術費の一部を 
補助します。 

65歳以上の人
１回  1,600円の補助
 （年間 30回まで） 　

※お問い合わせ、お申込
みは総合窓口課 国保年金
係へ。 （内線447・442） 

老人クラブに登録されて
いる方はどなたでも参加
できる健康運動教室です。
軽体操を行い、運動機能
の改善、維持に取り組み
ます。（全12回）

各区老人クラブ加入者

かすやドーム

訪問理髪サービス 特殊寝台レンタル料
補助

粕屋町すみよか事業
（住宅改造）

在宅介護者
交流事業

65歳以上の、寝たきりや
認知症高齢者の家庭を理
美容師が訪問し、理髪サ
ービスを行います。

一部負担があります。

在宅の要援護高齢者等に
配慮した住宅に改造する
場合、改造費用の一部を
助成します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険の「住宅改修
費」の支給限度基準額
（20万円）を上回った人
・住民税及び前年度所得
税非課税世帯

【補助金額】
・改修に要した額の８割
ただし補助限度額30万円
・事前に申請が必要

在宅で要介護認定者を介
護する家族の精神的・身
体的負担を軽減すること
を目的に、介護者相互の
交流を図り、健康講座や
介護情報により介護者が
リフレッシﾕできる時間
を提供します。

介護保険要介護（要支援）
認定者を介護している介
護者及びその家族

施設等に入所、入院中の
高齢者等に対し、在宅介
護に向けて一時帰宅する
ための、特殊寝台レンタ
ル料の一部を補助します。

介護保険要介護認定を受
けている者
・１回のみ／年度
・レンタル料の５割の額
または限度額（５千円）
のいずか低い額

障がい者等日常生活用具給
付事業の住宅改修の助成金
額（20万円）を上回った人
も対象になります。

【問合せ】
地域の高齢者が住み慣れたまちで安心して暮ら
していけるように支える総合的な窓口です。介
護や健康について・財産管理や虐待について等
相談を関係機関と連携して総合的に支援します。 

●福祉センター 福祉センターにおいて高齢者の集う場を設
け、健康器具等の充実を図っています。なお、

福祉センターにおいでになるときは、福祉バスをご利用ください。
・心配ごと相談、ボランティア相談支援、車椅子の無料貸し出し
　（期限あり）、各種軽運動・趣味教室など
●問合せ　粕屋町社会福祉協議会　☎９３８－６８４４
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対象者

対象者

対象者

対象者 対象者 対象者

開催場所

利用者負担

利用者負担

対象者

利用者負担

利用者負担

対象者
対象者

対象者

対象者

対象者

対象者

対象者

利用者負担

対象者

上大隈、乙仲原西、柚須、

甲仲原 　

内橋三、江辻山会館、戸原、

サンライフ　

原町、若宮、長戸、大隈 　

花ヶ浦、乙仲原東、

長者原下、阿恵　

福祉センター、長者原中、 

江辻、内橋一 

月

火

水

木

金

開催場所

　　ころ

ゆうゆうサロン 補聴器購入補助食の自立支援サービス
（配食サービス）

高齢者ホームヘルプ
サービス事業

平成24年度  粕 屋 町

粕屋町役場　☎９３８－２３１１（代表）
 高齢者支援係（地域包括支援センター） （内線 553・55４・555）
 障害者福祉係 （内線 558・559）
介護福祉課　☎９３８－０２２９

 

  
障がい者等にも同様の
事業があります。

在宅高齢者支援サービス（概要）

●地域包括支援センターとは？

地域の公民館等において、
仲間と一緒に楽しく「粕
屋転ばん体操」等を行い、
午後は、レクリェーショ
ンやゲームをし、介護予
防に取り組みます。 

65歳以上の比較的元気
な高齢者等で、ご自分で
通所可能な人 

調理をすることが 困難な
高齢者等に対して自宅に
配食サービスの提供とと
もに安否確認を行います。
下記の４業者に委託して
います。
・緑の里
・老人給食センター
・がやがや配食サービス
・宅配クック ワン・ツー・
  スリー

65歳以上の、虚弱及び心
身の障害、並びに疾病等
により調理困難な高齢者
のみの世帯等

１食330円又は400円

障がい者、難病患者等
にも同様の事業があり
ます。

一人暮らしの重度身体
障がい者等にも同様の
事業があります。

障がい（児）者等にも同
様の事業があります。

障がい（児）者等にも同
様の事業があります。

重度障がい者等にも同
様の事業があります。

日常生活に何らかの不安
がある高齢者等にホーム
へルパーを派遣し、 在宅
生活を支援します。 家事
援助を中心に、自立にむ
けての手助けを行います。

おおむね65歳以上の虚
弱高齢者のみの世帯で、
介護保険法による要介護
認定の非該当者等

一割負担があります。

補聴器の購入費の一部を
補助します。

65歳以上の高齢者で、住
民税非課税世帯であるこ
と（再申請は、前回の購入
日から３年経過後に購入
した補聴器であること）

【補助券額】
購入金額の８割
ただし補助限度額は５万円

在宅介護者
ねぎらい手当

寝具洗濯乾燥消毒
サービス

福祉用具購入補助
（介護保険外）

紙おむつ給付

在宅の要介護高齢者等を
常時介護している介護者
の労をねぎらうために支
給します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険要介護認定で
要介護４、５と判定さ
れた高齢者等の同居介
護者

・介護対象期間を連続す
る４か月間とし、その
２分の１以上を在宅で
介護している人

年度間に３回まで申請で
きます。(１回  5万円）

介護保険制度の対象にな
っていない福祉用具の、
購入費の一部を補助しま
す。（１回のみ／年度）

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者

購入金額の８割
ただし補助限度額 １万円

【福祉用具等】
○エプロン・防水シーツ・
リハビリシューズ・肌着・
介護寝間着・失禁パンツ
（紙不可）・おむつカバー、
その他福祉用具と認めら
れるもの

寝たきりや認知症の高齢
者等で、在宅生活におい
て常時おむつを必要とす
る人。

介護保険要介護認定を受
けた在宅の高齢者等で住
民税非課税者に紙おむつ
を現物給付します。

【給付限度額】
①世帯に住民税課税者が
ほかにいる場合
　　　      　 3千円／月
②住民税非課税世帯等
　　　      　 6千円／月

寝具の衛生管理が困難な
在宅高齢者等に、洗濯や
乾燥消毒のサービスを年
２回行います。
　

介護保険要介護認定で要
介護４、５と判定された
高齢者

なし

緊急通報装置 にこにこ健康教室
（老人クラブ）

生活支援
住宅改修費補助

はり・きゅう費
補助

 

  

急病時の緊急時に迅速適
切な対応ができるように、
一人暮らし高齢者で常時
見守りが必要な方に緊急
通報装置を設置します。
　

・65歳以上の一人暮らし
虚弱高齢者で、見守り
を行う者がいない方

・携帯電話等の通信手段
で緊急通報を行うこと
が困難な方

・住民税課税者は装置設
置費用の半額負担

・住民税非課税者はなし

在宅の高齢者等の世帯に
対し、介護予防のため自
宅での転倒防止等を目的
に、住宅改修費の一部を
補助します。

介護保険要介護認定を受
けていない65歳以上の
高齢者がいる住民税非課
税世帯

・改修に要した額の８割
ただし補助限度額10万円
・事前に申請が必要

はり・きゅう治療を受け 
た場合、施術費の一部を 
補助します。 

65歳以上の人
１回  1,600円の補助
 （年間 30回まで） 　

※お問い合わせ、お申込
みは総合窓口課 国保年金
係へ。 （内線447・442） 

老人クラブに登録されて
いる方はどなたでも参加
できる健康運動教室です。
軽体操を行い、運動機能
の改善、維持に取り組み
ます。（全12回）

各区老人クラブ加入者

かすやドーム

訪問理髪サービス 特殊寝台レンタル料
補助

粕屋町すみよか事業
（住宅改造）

在宅介護者
交流事業

65歳以上の、寝たきりや
認知症高齢者の家庭を理
美容師が訪問し、理髪サ
ービスを行います。

一部負担があります。

在宅の要援護高齢者等に
配慮した住宅に改造する
場合、改造費用の一部を
助成します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険の「住宅改修
費」の支給限度基準額
（20万円）を上回った人
・住民税及び前年度所得
税非課税世帯

【補助金額】
・改修に要した額の８割
ただし補助限度額30万円
・事前に申請が必要

在宅で要介護認定者を介
護する家族の精神的・身
体的負担を軽減すること
を目的に、介護者相互の
交流を図り、健康講座や
介護情報により介護者が
リフレッシﾕできる時間
を提供します。

介護保険要介護（要支援）
認定者を介護している介
護者及びその家族

施設等に入所、入院中の
高齢者等に対し、在宅介
護に向けて一時帰宅する
ための、特殊寝台レンタ
ル料の一部を補助します。

介護保険要介護認定を受
けている者
・１回のみ／年度
・レンタル料の５割の額
または限度額（５千円）
のいずか低い額

障がい者等日常生活用具給
付事業の住宅改修の助成金
額（20万円）を上回った人
も対象になります。

【問合せ】
地域の高齢者が住み慣れたまちで安心して暮ら
していけるように支える総合的な窓口です。介
護や健康について・財産管理や虐待について等
相談を関係機関と連携して総合的に支援します。 

●福祉センター 福祉センターにおいて高齢者の集う場を設
け、健康器具等の充実を図っています。なお、

福祉センターにおいでになるときは、福祉バスをご利用ください。
・心配ごと相談、ボランティア相談支援、車椅子の無料貸し出し
　（期限あり）、各種軽運動・趣味教室など
●問合せ　粕屋町社会福祉協議会　☎９３８－６８４４
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国民年金保険料の
納付が困難なときは学生の皆さん

「学生納付特例」の手続を！
学生納付特例とは…　
●学生で所得がない場合や少ないことにより保険料を納められな
い場合は、年金事務所や粕屋町役場総合窓口課で申請し、日本
年金機構が承認すると、その期間の保険料の納付が猶予されます。

申請できる方は…　　
●大学(大学院)、短大、高等専門学校、高等学校、専修学校、各種専門学校など、日本年
金機構が認めた学校に在学している方。
●学生本人の前年の所得が118万円以下の方。

学生納付特例の承認を受けると…　　
●学生納付特例の承認期間中に万一の事故や病気で障害が残った場合でも、一定の要件を
満たしていれば「障害基礎年金」が受けられます。
●学生納付特例を受けた期間は、老齢基礎年金を受けるための受給資格期間に算入されま
す。（年金額には反映されません。）
●学生納付特例を受けた期間の保険料は、10年以内であればさかのぼって納付（追納）で
きます。（２年を過ぎると加算金がつきます。）

申請のときに持ってくるものは…　　
●年金手帳
●在学中の学生証又は在学証明書（コピー可）
●認め印

申請は毎年必要です。 承認期間は、平成24年４月から平成25年３月まで。

<<<　国民年金保険料の納付は口座振替で　>>>
当月末の
口座振替
【早割】

保険料を当月末の口座振替【早割】にすると
月 ５々０円（年間６００円）のお得

毎月、現金で
納付する場合

５
月
分

14,980円

６月末までに納付

◎原則として、初めて口座振替を申し込まれた方の初回は、前月分（割引なし）と当月分（50円割引）の２か
　月分の保険料を引落しさせていただきます。その後は当月分（50円割引）の１か月分の引落しとなります。
◎保険料額は平成24年度の額です。
●問合せ　年金ダイヤル ☎0570－05－1165又は東福岡年金事務所 ☎651－7129
　　　　　　　　　　　 粕屋町総合窓口課　国保年金係 ☎938－2311　内線447

★月末が休日の場合は、翌営業日が引落し日となります。

６
月
分

14,980円

７月末までに納付

７
月
分

14,980円

８月末までに納付

口座振替【早割】
にした場合
（６月分からの例）

５
月
分

14,980円
６
月
分

14,930円
７
月
分

14,930円

★７月末に引落し★６月末に引落し

50円割引50円割引 50円割引50円割引
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「こんにちは　税務課です。」「こんにちは　税務課です。」

ア　一般の住宅

　　(イ以外の住宅)

イ　3階建て以上の中高層

　　耐火住宅など

床面積120㎡までの部分について新築後3年度分

（※長期優良住宅については新築後5年度分）

床面積120㎡までの部分について新築後5年度分

（※長期優良住宅については新築後7年度分）

　固定資産税は、土地・家屋・償却資産をその年の1月1日(賦課期日といいます)に所有している人が、
その固定資産の価格を基に算定される税額を、市町村に納める税金です。
　
★平成24年度は固定資産の評価替えの年です。
　「評価替え」とは、固定資産(土地・家屋)の価格を資産価格の変動に対応した価格にするため、3年
ごとに見直しを行い、固定資産台帳に登録する制度です。
　
★住宅用地に対する課税標準の特例
　住宅用地については、税負担を軽減する必要があるため、その面積によって税額計算の基礎とな
る課税標準額の特例措置が設けられています。
　・住宅用地のうち1戸当たり200㎡までの部分(小規模住宅用地)→価格の6分の1を課税標準額と
　　します。
　・住宅用地のうち1戸当たり200㎡を超える部分(一般住宅用地)→価格の3分の1を課税標準額と
　　します。
　※専用住宅の場合、家屋の床面積の10倍までが住宅用地となります。
　
★新築住宅に対する減額措置
　新築住宅のうち一定の要件を満たすものは、固定資産税の2分の1が減額されます。

　家屋を新増築または取り壊した場合、用途の変更があった場合は、土地の税額に影響が出る場合
がありますのでご連絡ください。
　
●問合せ　粕屋町税務課　固定資産税係　☎938-2311（代表）

ひ と り で 悩 ん で い ま せ ん か ？

かすや地区
女性ホットライン
☎４０１－５３５３

毎日10:00～17:00 （木曜のみ～19:00）
※祝祭日・年末年始はお休みします。

あなたのやさしさが、命を救う力になる！

　赤十字の活動を知っていただくため、赤十字フ
ェスティバルを開催します。
　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方などを学
ぶ救急法コーナーや、非常食の試食コーナー、検
診・介護相談コーナーなど内容盛りだくさんです。
　皆さまお誘い合わせのうえ、ご来場ください。

●日　時　５月２６日（土） １１：００～１６：００
●場　所　イオンモール福岡　イーストコート、
　　　　　メインプラザ入口ほか
　　　　　粕屋町大字酒殿１９２－１
●問合せ　日本赤十字社福岡県支部
　　　　　☎５２３－１１７１

相談は無料
秘密は守ります

夫や恋人からの暴力
セクシャル・ハラスメント
夫婦・家族のこと

子育て、仕事、人間関係など

古賀市・宇美町・粕屋町・篠栗町・志免町・新宮町・須恵町・久山町

福岡ジェンダー研究所の女性問題専門の相談員が担当しています。

さまざまなご相談に
応じます

さまざまなご相談に
応じます

赤十字フェスティバル
を開催します！
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ファミリー・サポート講習会日程 （都合により日程・内容の変更があります）

●申込み・問合せ先

 　粕屋町ファミリー・サポート・センター事務局（子ども未来課） ☎938－0214
　※託児が必要な方は、お申し込みの際にご相談ください。

　粕屋町ファミリー・サポート・センターは、地域で子育ての手助けをして欲し
い人（おねがい会員）、子育てのお手伝いをしたい人（まかせて会員）が、育児の相
互援助活動を行う会員組織です。

日　　時

6月9日（土）
10：00～12：00

6月12日（火）
10：00～12：00

6月26日（火）
10：00～12：00

7月3日（火）
10：00～12：00

7月7日（土）
13：00～16：00
おねがい・まかせて共通

講　習　内　容

粕屋町
健康

センター

講　　師

家族相談士
山口紀美代先生

日本赤十字社
福岡県支部

山口紀美代先生
子育て応援団
子ども未来課

場　所

日赤幼児安全法

ファミサポ仲間の誕生です
ファミリー・サポートについて
交流会（14：00～16：00）

地域と共に子育て

粕屋町立保育所
保育士子どもの遊び

健康づくり課
保健師

子どもの心と体の発達
子どもの安全

回

３

４

５

１

２

※まかせて会員及びどっちも会員をご希望の方は、５回すべて受講してください。
※おねがい会員のみの方は、全講習会のうち１回～２回と交流会を受講してください。

　平成24年4月までの会員数は、おねがい会員：291名、まかせて会員：39名、どっちも会員（お

ねがい会員・まかせて会員を兼ねる人）：79名です。    

　発足6年目を迎え、会員相互の温かな思いに包まれながら、支援活動の輪がますます広がって

います。

＊子どもの笑顔が大好きな方や、託児に興味がある方は受講してみませんか。

　講習会はどの回も楽しく、子育て支援に役立つ内容になっていますので、ぜひご参加ください。

○歯の治療や美容室に行きたいけど・・・    

○仕事の都合で保育所や学童保育の送迎時間に間に合わない・・・

○最近少し育児に疲れ気味、リフレッシュタイムが欲しいな・・・　ほか

こんな場合にファミリー・サポート・センターを利用できます。こんな場合にファミリー・サポート・センターを利用できます。

受講ご希望の方は、5月21日（月）～６月1日（金）までに事務局へお申し込み

ください。（定員に余裕があれば、締切後でもお申し込みいただけます）
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相 談 窓 口 一 覧

A.こころの
　 悩み相談

福岡いのちの電話

ふくおか自殺予防ホットライン

福岡県精神保健福祉センター

粕屋町介護福祉課

092-741-4343

092-592-0783

092-582-7500

092-938-0229

24時間

月～金曜　9：00～ 24：00

月～金曜　8：30～ 17：15

月～金曜　8：30～ 17：00

C.労働に関
　 する相談

福岡県福岡労働福祉事務所 092-735-6149 月～金曜　9：00～17：00

D.高齢者の
　 悩み相談

高齢者の一般・福祉相談（よろず相談）

粕屋町地域包括支援センター

092-584-3344

092-938-0229

火～日曜　9：00～ 16：00

月～金曜　8：30～ 17：00

E.女性の
　 悩み相談

あすばる総合相談
　

女性の人権ホットライン

福岡県女性相談所

かすや地区女性ホットライン

092-584-1266
　

0570-070-810

092-711-9874

092-401-5353

火～日曜　9：30～ 16：00
（金曜のみ18：00～20：30も開設）

月～金曜　8：30～ 17：15

月～金曜　9：00～ 17：15

毎日　10：00～ 17：00
（木曜のみ～19：00）

B.多重債務
　 を含む
　 借金問題

福岡県消費生活センター

法テラス（日本司法支援センター）

天神弁護士センター

電話多重債務相談

092-632-0999

0570-078-374

092-741-3208

092-721-6778

月～金曜　9：00～ 16：30
日　10：00～ 16：00

月～金曜　9：00～ 21：00
日　9：00～ 17：00

月～金曜　9：00～ 19：00
土・日・祝　9：00～ 13：00

土　10：00～ 13：00

●問合せ　粕屋町介護福祉課障害者福祉係　☎938-0229　FAX:938-9522

人間の脳は体重の２％ですが、
身体全体で使うエネルギーの２０％近くを
消費していると言われています。
脳にとって疲労回復するための休息は「睡眠」です。
そのため、「睡眠」が必要となります。

２週間以上続く不眠は「うつ」のサインの可能性
があります。うつ病は決して特別な病気ではなく
誰もがかかる可能性がある病気です。
ひとりで悩まず、専門家や相談機関に相談してみ
ませんか。
周りの人で気になる方がいたら
　　　　　　　　声をかけてみませんか？

快適な睡眠のためのポイント

①　適度な運動

　②　快適な睡眠のために

　・夕食のカフェイン摂取は寝つきを悪くする。
　・「睡眠薬代わりの寝酒」は、睡眠の質を悪く
　　する。

　・不快な音や光を防ぐ環境づくり、
　　自分にあった寝具の工夫。

　③　寝る前のリラックス法

　・軽い読書、音楽、香、ストレッチなど。
　・自然に眠たくなってから寝床に就く、
　　眠ろうと意気込むとかえって逆効果。

　・ぬるめの入浴で寝つきよく。
　④　目が覚めたら太陽の光を浴びて、

　　体内時計をスイッチオンにする
　　　　　　　　　　　　　　　　　など
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～光化学オキシダント（光化学スモッグ）にご注意ください～～光化学オキシダント（光化学スモッグ）にご注意ください～

～メジロが捕獲禁止になりました～～メジロが捕獲禁止になりました～

～犬を飼われている方へ～～犬を飼われている方へ～

　平成24年度も光化学オキシダントの濃度が上昇する傾向にあります。

・注意報等発令時

　　外出や屋外での作業・運動を控え屋内で過ごしましょう。また、自動車の使用を

　控えるようにご協力ください。

　　洗顔、洗眼、うがいなどを行いましょう。

　　発令後は、テレビやラジオ、町からの光化学オキシダント情報にご注意ください。

・健康被害が出た場合

　　目や喉に刺激を感じた場合は、洗眼やうがいなどを十分に行いそれでも症状が回復しない時は、医師の

　診察を受けてください。また、粕屋町環境生活課へ連絡をお願いします。

　福岡県第11次鳥獣保護事業計画が策定され、メジロに限り愛がん飼養目的で1世帯1羽の捕獲許可を市町

村が行っておりましたが、乱獲を助成するおそれもあるため、これを廃止し、許可しないことになりました。

　捕獲や許可なしに飼養した場合は、鳥獣保護法により懲役もしくは罰金が課せられることがあります。

●計画の期間　平成24年4月1日から平成29年3月31日まで

　

　生後91日以上の犬は、生涯一度の登録と年１回の狂犬病予防注射が必要です。まだ登録を

されていない方は、役場環境生活課に申請してください。

　また、狂犬病集団予防注射を４月に実施しましたが、受けさせていない方は最寄りの動物病院

で接種してください。

■アクセスマップ

【会場】駕与丁公園展望広場

5/13(日) 10：00～16：00

●問合せ　粕屋町環境生活課　☎938－0198

当日は混雑が予想されますので、公共交通機関で
ご来園いただきますようお願いします。

○オープニングセレモニー（10：00～）

○バラ苗・園芸資材の販売

○バラ育成相談

○子ども向け遊具（フワフワ）

○地元物産販売やお食事処も用意

○ステージイベント　ほか

グラウンド

2012

粕屋町バラまつり粕屋町バラまつり
(第８回）
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　平成23年度は原町メルヘンクラブ（8月）、親子

サロン（柚須）（12月）、乙仲西まめっこクラブ（3

月）におじゃまして、お子さん向けの紙芝居とお母

さん向けにはおやつについての話をしたり、手作

りおやつの試食をしてもらったりしています。

　私たちのところにも来てほしい、というところがありましたら、ぜひ事務局までご連絡ください。

●問合せ　粕屋町健康づくり課　☎（９３８）０２５８

　食チームは、食生活を見直しましょうという目的で

活動しています。

乙仲西まめっこくらぶにて

親子サロン（柚須）にて

おやつの芋ごはんおにぎり

H25年度までの生活習慣改善目標

○脂ものの取りすぎを減らす

○食べすぎを防ぐ

○薄味にする

　
粕
屋
町
で
は
、
が
ん
検
診
を
町
内

指
定
医
療
機
関
ま
た
は
健
康
セ
ン
タ

ー
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
町
内
指
定
医
療
機
関
で
の

受
診
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。（
健
康
セ
ン
タ
ー
で
の
が
ん
検
診

に
つ
い
て
は
、
広
報
３
月
号
折
込
チ

ラ
シ
の
「
平
成
24
年
度
保
健
事
業
の

ご
案
内
」
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

【
町
内
指
定
医
療
機
関

　が
ん
検
診

に
つ
い
て
】

●
検
診
期
間
　
６
月
１
日
（
金
）
〜
８

月
31
日
（
金
）

●
内
容
・
対
象
者

　胃
が
ん
・
肺
が

ん
・
大
腸
が
ん
（
40
歳
〜
74
歳
ま

で
の
方
）

●
自
己
負
担

　
胃
が
ん
検
診
　
１
，
２
０
０
円

　
肺
が
ん
検
診
　
　
　
４
０
０
円

　
大
腸
が
ん
検
診
　
　
２
０
０
円

●
申
込
方
法
　
ご
希
望
の
方
は
、
健

康
セ
ン
タ
ー
☎（
９
３
８
）０
２
５

８
に
電
話
に
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
電
話
申
込
期
間
　
５
月
７
日
（
月
）

〜
８
月
17
日
（
金
）

　
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
受
診
券

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
検
診
を
受

町
内
指
定
医
療
機
関

が
ん
検
診
の
申
し
込
み

に
つ
い
て

け
る
際
に
医
療
機
関
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※

町
内
指
定
医
療
機
関
の
が
ん
検
診

を
申
し
込
ま
れ
た
方
は
、
健
康
セ

ン
タ
ー
で
の
が
ん
検
診
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
健
康
づ
く
り
課

健
康
推
進
係
　
☎（
９
３
８
）０
２

５
８

　
相
続
・
遺
言
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
離
婚
給
付
・
年
金
分
割
な

ど
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
も
、
公

正
証
書
を
作
成
し
て
お
く
と
安
心
で

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
公

証
人
（
法
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
裁

判
官
や
検
察
官
な
ど
の
経
歴
を
有
す

る
法
律
の
専
門
家
で
す
。）
が
来
て
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
16
日
（
水
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時
　
相
談
１
件
当
た

り
30
分
程
度

●
場
所
　
粕
屋
町
役
場
２
階
会
議
室

●
予
約
　
予
約
が
必
要
で
す
。

●
予
約
先
　
博
多
公
証
役
場

　
☎（
４
０
０
）
２
５
６
０

　
予
約
は
、
５
月
14
日
（
月
）
午
後

５
時
に
締
め
切
り
ま
す
。

無
料
公
証
相
談

ゆたかくん こころちゃん
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かすやドームで企画
されたコーナーです。

体育館 プール

　
＊月曜日は休館日となっています（祝日の場合は開館）。
＊祝日は教室は休講となります。（スタジオレッスンは除く）
＊施設予約の受付は閉館の30分前まで。

10：00～21：30
10：00～20：30

トレーニング室

・25ｍ×7レーン（屋内温水プール）
・水温30℃　室温31℃

プールアリーナ

エクササイズスタジオ(軽体操室)

3歳からの運動教室（6月開催分 )かすやドームでラン＆ウォーク
　対象：平成24年度に4歳になる3歳児が対象
（平成20年4月2日～平成21年4月1日までに生まれた幼児）
月単位で実施する3歳～4歳児向けの運動教室です。

●水となかよし　（水泳教室）
   5月22日（火）13：00～第2クール（6月開催分）受付開始
　　・お友だちやコーチと一緒に水の中で楽しく遊ぼう。

●のびのび体操　（体操教室）
   5月24日（木）13：00～第2クール（6月開催分）受付開始
　　・マットやとびばこなどを使ってのびのび体を動かし
　　  て、運動を好きになろう。

「こどもスポーツ」教室
1年生から6年生まで、レベルに応じてしっかりとステッ
プアップできるスポーツ教室です。月会費で各曜日、種目
でそれぞれ20～40名の定員があります。
●火曜日のみ 女子スポ（女子限定）
●火・木曜日 フットサル
●水・金曜日 ハンドボール（ステージ1は水曜のみ）
★ステージごとの開催時間と対象の目安
　ステージ１　17：00～18：00　小学校低学年向け
　ステージ２　17：30～19：00　小学校中学年向け
　ステージ３　18：00～20：00　小学校高学年向け
　・女子スポ（女子全学年）は17：00～18：00の時間のみ
     開催

とにかく汗をかきたい方、体力にはあまり
自信がない方などニーズに合わせたレッス
ンを毎日開催。
トレーニング室利用料＋200円～400円で
1回単位で参加できます。
65歳以上の方にお勧めのレッスンもありま
す。

★ヨガやピラティスなど、楽しいレッスン
　でしっかり体を動かしましょう。

（幼稚園年中組～小学2年生と保護者）
親子のコミュニケーションを深めながら
泳げるようになるためのポイントをご紹
介します。

★6月開催の親子イベントの紹介
　「親子スイミング」

基本的には背中の筋肉を鍛えるマシンですが、右
写真のようにロープを下に引くような使い方をす
ることで二の腕のシェイプアップもできます。

★おススメマシン紹介（ラットプルダウン）

 平　日　11：00　13：00　15：00　20：00
 土日祝　11：00　13：00　15：00　17：00

初めてトレーニング室を利用する方は初回
講習会の受講が必要です。

・講習会受講には、室内用シューズとトレーニングウェアが必要です。
・マシンの使い方やストレッチ方法などもご指導いたします。

・体育館（当日2時間）及び
　武道場、トレーニング室、
　スタジオ（軽体操室）
　　300円　一般
　　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　　400円　一般
　　300円　高校生
　　200円　小・中学生･65歳～
　　100円　幼児
＊幼児は2歳以上でおむつが完全に
　とれていることが条件となります

★施設利用料(2時間）

★そのほかにも、さまざまなレッスンがあります。詳しくは、
　館内チラシ・ホームページ・お電話などでご確認ください。

●ゴールデンウィークは休まず営業します
　　5月 1日・2日は平日営業。
　　4月 30日、5月 3・4・5日は祝日営業となります。
●お得な定期券もあります（プール・トレーニング室）
　　定期券で時間を気にせずご利用できます。
　　町内の方はさらにお得です。
●詳細はホームページで確認できます
　　各教室やレッスンなどのチラシも確認できます。

高校生以上の方から利用できます

★講習会開催時間（毎日4回実施）

小学生のためのスポーツプログラム

   10：00～22：00
9：00～21：00

火～金曜日
土・日・祝日

営
業
時
間

●「はじめての駕与丁公園ランニング」
　初心者向けの教室で、公園を気持ちよく、楽
しく走れるようアドバイスをいたします。
　毎週金曜日　13:30～14:30
　月ごとのお申込み：5月　3,000 円（4回）
　（高校生以上対象）

●「はじめてのノルディックウォーキング」
　2本のストックを使って歩くエクササイズ
です。足腰にかかる負担が減り、運動量の増加
や姿勢改善にも効果的です。
　毎週火曜日　12:10～12:50　場所：体育館
　体育館利用料＋300円　（高校生以上対象）

参加料金（月会費）

教室名 場所 定員 回数 料金開催日時

水となかよし プール 10名 全4回 3,000円6/5より毎週火曜日
16:00～16:50

のびのび体操 軽体操室 10名 全4回 3,000円6/7より毎週木曜日
16:00～16:50

ステージ１・女子スポ

ステージ2

ステージ3

週1回

1,000円

1,500円

2,000円

週2回

1,500円

2,250円

3,000円

週3回

2,000円

3,000円

4,000円

週4回

3,750円

5,000円

受付にて受講料金をお持ちの上お申込みください。
定員になり次第締切ります。

開催日時：6/10（日）・6/17（日）　11:00～12:30（90分）
　　　　  上記2回とも同じ内容で行います。
申込受付開始：5/8(火)　10:30～プール受付にて
料金：1組　1,000円（子ども1名＋保護者1名）　定員：10組
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館内整理日

休 館

休 館

休 館

休 館

日 火月 木水 金 土

５ が つ は、休館日です。

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

振替休館日 振替休館日

振替休館日

No.142

『伊豆の踊子』

初夏を思わせる陽気になりました。読書にもちょうど良い季節です。
お散歩のついでに図書館へもお寄りください。

　伊豆を旅していた学生の水原は、旅芸人
の一行と知り合い、道中をともにするように。
中でも、一行の中の少女・薫の初々しさに、
水原は惹かれていく。

★今月のおはなし会★

1963年　日本映画　87分

図書館で企画された
コーナーです。

●日時　5月12日（土）14:00～15:30
●場所　粕屋フォーラム2階視聴覚室
●原作　川端康成
●監督　西河克己
●出演　吉永小百合、高橋英樹　ほか

※鑑賞は無料です。お気軽にご参加ください。
　図書館のホームページでは過去の上映作品
　のリストを見ることができます。

　　　5月13日（日）　14：00～15：30
　　「フィジーで日本語を教える　
　　　　　　～古川外男記念日本語学校～」
　　　　　　　　　　　講師：古川 勝利 氏
●場所　粕屋フォーラム　2階視聴覚室
●定員　50名
※申込不要・入場無料です。お気軽にご参加ください。

雑学セミナーのおしらせ

10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金のみ）　

開館
時間

問合せ　粕屋町立図書館　☎939-4646
HPアドレス　 http://libkasuya.jp/
携帯版ＨＰアドレス
http://ilisod001.apsel.jp/kasuya-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

粕屋フォーラム雨水調整池新設工事
及び駐車場利用についてのお知らせ

　期間中は大変ご迷惑をおかけしましたが、
3月15日をもって工事は終了いたしました。
　ご協力ありがとうございました。

　図書館が閉まっているときは、ブックポストに
本だけを入れてください。ビデオ・ＣＤ・カセッ
トテープ・ＤＶＤは、破損の原因になりますので
ブックポストには入れないでください。ご理解と
ご協力をお願いします。

●あかちゃん向け●
　（第1・3金曜日）0歳～1歳くらい
　5月4日・18日　11：00～／ 11：30～
　（二部制です）
●ちいさい子向け●
　（第2・4金曜日）2歳～未就園児
　5月11日・25日　11：00～／ 11：30～
　（二部制です）
●おおきい子向け●
　（毎週土曜日）4歳～小学校低学年
　5月5日・12日・19日・26日　11：00～
●小学生向け●（第3日曜日）
　5月20日　15：00～（6日はおやすみです）

　　　　　場所：おはなしの部屋

★おはなし会への質問★
Ｑ：対象年齢以外の子どもの参加は大丈夫ですか？
Ａ：もちろんご参加いただけます。
　  対象年齢はあくまで目安ですので、年齢にか
　  かわらず、たくさんのご参加をお待ちしてい
　  ます。ぜひ一度ご来館ください。

こどもコーナーに よみもの特集 が出来ました！
　主に小学生を対象としたよみものを、毎月テー
マを変え紹介しています。
　今月の特集テーマは“にんじゃ”です。
　どんなおはなしに出会えるかな？
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・・・さくらホール ・・・多目的ホール

※催し物は変更・追加及び中止することがあります。あらかじめご了承ください。

サンレイクかすやで企画されたコーナーです。

※フロアコンサートの内容は、予告なく変更、追加及び中止することがあります。
　あらかじめご了承ください。

フロアコンサートは、２階ラウンジ
にて開催する鑑賞無料のコンサー
トです。お気軽にお越しください。

●開館時間　　　9：00～22：00
●予約受付時間　9：00～21：00

5月7日(月)は休館日です。
ホームページは　粕屋町　サンレイク　検索

このページに関する問合せは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

６月１０日(日)　1５:00～　
＜出演＞竹和
＜曲目＞春よ来い、情熱大陸、
　　　　アニメ音楽特集ほか

ライトアップ期間中たくさんの方に
お越しいただきました。照らし出された
満開の桜が、夜空に浮かび上がり、
幻想的な風景をつくりだしていました。

3月31日（土）に開催された、さくら会のみなさんの
お箏による「夜桜コンサート」にも、花冷えのするなか、
たくさんの方にお越しいただき、会場をあたためてい
ただきました。 開花の遅れていた桜も、お箏の調べに
誘われたように、たくさんの花を咲かせてくれました。

5月の催し物
開催日 会場催 事 名

13
日
(日)

3
日
(日)

20
日
(日)

ピアノコンサート

問合せ　クレッシェンドアミコ
☎938-6331

JACK ONE ダンスイベント

問合せ　☎080-1712-7241 岡本

5
日
(土)
(祝)

開演　13:00

かすやねこ譲渡会
猫の飼い主探し

問合せ　かすやねこ事務局
☎080-2792-3750 しんい

開場　10:00～12：00

開場 14:00　開演 14:30

鼓童交流公演

問合せ　粕屋太鼓・久我
☎939-0001　☎090-1976-7923

12
日
(土)

開場 18:00　開演 18:30

〈出演〉鼓童  粕屋太鼓ガイアの響
　　　　　　(ワークショップ発表)

チケット料金 全席
自由

大人：￥3,500
小人：￥2,500

屋
外
広
場

6月の催し物
開催日 会場催 事 名

10
日
(日)

17
日
(日)

生涯学習研修会

問合せ　粕屋町役場 社会教育課
☎938-1410

年金受給者協会
　 会員の集い

主催　福岡県年金受給者協会連合会
　　　　　　　　　　　東福岡協会

開場 9:30　開演 10:00

かすやねこ譲渡会
猫の飼い主探し

問合せ　かすやねこ事務局
☎080-2792-3750 しんい

開場　10:00～12：00

開場 12:00 　開会 12:30

屋
外
広
場
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柚須文化センター
教養文化サークル開設一覧

平成24年4月現在

《
人
権
擁
護
委
員
の
日
》

「
全
国
一
斉
特
設
人
権
相

談
所
」
を
開
設
し
ま
す

〜
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
町
の

　相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
〜

　
あ
な
た
の
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
　
６
月
１
日
（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。
町
の
身
近
な
相
談
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
近
隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員

　
森
　
　
紘
さ
ん

　
澤
田
初
美
さ
ん

　
伴
　
久
子
さ
ん

　
高
栁
あ
け
み
さ
ん

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
総
務
課
庶
務
人

　
事
係
　
☎（
９
３
８
）
０
１
６
２

毎週

月3回

毎週

第1・3

第2・4

第1・3

第1・3

毎週

毎週

第5週は
休み

月

木

金

土

火

19:00～21:00

19:00～21:30

20:00～22:00

19:30～21:30

19:00～22:00

20:00～22:00

川口　　貢

井手　芳弘

久江　武男

土屋　宗玄

森　智江子

松井　澄枝

中村　晶子

泉　媛賀花

木村　辰也

佐藤　恒士

原田香代子

山下　麗奈

萩尾日出生

堀江　由美

川口　　貢

吉良　直子

牟田　和枝

吉村　解枝

清水　京子

大場　順子

木村よ志子

杉本　早苗

中村　晶子

原　フミ子

川口ヒトミ

柳　　真理

今永　勝子

山田　沙織

荒木　修二

堀江　由美

621-1348

643-2310

090-9475-8162

611-4916

090-3416-8332

939-3918

611-8579

090-4573-3917

611-9198

621-1348

611-5347

938-9932

090-1920-4597

671-2252

629-5167

（大谷あかね）
090-2507-5764

16:00～17:00 （未就学児）
17:10～18:30 （小・中学生）

16:30～17:30 （幼稚園児）
17:30～18:30 （小学1・2年生）
18:30～19:30 （小学3～6年生）

19:00～20:10
20:15～22:00

水 　 彩

ジャズダンス

歌 の 愛 好 会

茶 道（裏 千 家）

キッズダンス

パッチワーク

生 花（池 坊）

パ ソ コ ン

日 舞（泉 流）

絵 手 紙

セ ル フ 整 体

フ ラ ダ ン ス

太 極 拳

習 　 字

空　　 手
（ふれあい会館にて）

ジャザサイズ
（ジャズ＋エアロ）

10:00～16:00

10:00～14:00

10:30～12:00

10:30～11:30

13:30～14:30

13:30～15:30

15:00～18:30

第5週は
休み

第5週は
休み

第5週は
休み

第5週は
休み

第5週は
休み

毎週 月水金

電　話代表者講師名夜午後午前曜日講座名

どなたでもご自由に、いつからでも参加できます。
皆さまのご参加を歓迎いたします。（見学も歓迎）
参加ご希望の方は、代表者又は当文化センターまでご連絡ください。

毎週水曜日は
休館日です。

粕屋町立柚須文化センター　☎６２１－１７７５
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点検箇所
□  ラベルに標示されている耐用年数は過ぎていないか？
□  本体容器に錆や変形は無いか？
□  ホースにひび割れやつまりは無いか？
□  ゲージ付きのものは圧力計の針の位置が正常範囲にあるか？

粕
屋
南
部
消
防
本
部
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

使い方  いざという時に使えるようにしっかり覚えましょう！

維持と管理

火災は最初の消火が大事！
～消火器あれこれ～

耐用年数は？ 消火器のタイプによっても異なりますが、耐用年数はラベルに
 表示されており、概ね８年です。
　
点検は？ 消火器は使用しなくても、年数がたってくると機能が劣ってく
 るので日頃の点検が必要です。

こんな消火器
は

危ない!!

守
れ
ま
す
か
？
大
切
な
命

〜
今
年
の
４
月
か
ら
、
救
命
講
習
が
変
わ
り
ま
し
た
〜

　
今
回
、
普
通
救
命
講
習
が
、

３
時
間
コ
ー
ス
（
Ⅰ
）、
４
時

間
コ
ー
ス
（
Ⅱ
）、
乳
幼
児
へ

の
手
当
３
時
間
コ
ー
ス
（
Ⅲ
）

と
多
彩
に
な
り
、
小
学
校
高

学
年
か
ら
受
講
で
き
る
90
分

の
「
救
命
入
門
コ
ー
ス
」
も
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

　
普
通
救
命
講
習
修
了
者
の

方
に
は
修
了
証
、
入
門
コ
ー

ス
受
講
の
方
に
は
参
加
証
を

そ
れ
ぞ
れ
交
付
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
回
、
普
通
救
命

講
習
Ⅰ
を
分
割
（
座
学
１
時
間

／
実
技
２
時
間
）
し
て
受
講
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
平
成
24
年
度
の
定
期
普
通

救
命
講
習
会
は
下
記
の
と
お

り
で
す
。
分
割
（
座
学
１
時

間
）
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
多
数
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

＜募集内容＞

●募集人数　定員30名（受講料無料／修了証発行）　随時受付

●受講予約　あらかじめ、電話で受講予約をお願いします。

●受講予約・問合せ先　南部消防署　☎９３５－５１１１　中部消防署　☎９３８－３２１６

平成24年度定期普通救命講習会（救命講習Ⅰ）の日程

開催日（奇数月の第3土曜）  開催場所 　　所　在　地
 5月19日（土）9:30～12:30 中部消防署 粕屋町上大隈55－1
 7月21日（土）　　　〃 南部消防署 志免町田富170
 9月15日（土）　　　〃 中部消防署 
11 月17日（土）　　　〃 南部消防署 
平成25年1月19日（土）　〃 中部消防署 
平成25年3月16日（土）　〃 南部消防署 
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健康づくりはスポーツから
私たちが応援します。
粕屋町スポーツ推進委員会　広報部  No.38

●問合せ　粕屋町教育委員会 社会教育課　☎(938)1410・FAX(938)5601

生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも生涯スポーツ　いつでも　どこでも　いつまでも

体育指導委員から“スポーツ推進委員”へ名称が変わりました
　スポーツ推進法の制定(H23.8.24施行）により、今までの“体育指導委員”という名称から“スポーツ推
進委員”へ名称が変わりました。スポーツ推進委員は法第32条に基づき、市町村教育委員会が委嘱する非
常勤職員で、粕屋町におけるスポーツ振興のため住民に対する軽スポーツの実技指導、その他スポーツに
関する指導助言を行っています。
　また、任期満了に伴い、メンバーの変更もありました。今年度からは高木新委員長の下、新体制で、今
までどおり粕屋町民の健康づくりを応援するために、様々なスポーツイベントを企画していきます。

スポ推

新委員長あいさつ 平成24年度イベント情報

第５回粕屋町軽スポーツ大会(結果)

　3月4日（日）、かすやドームにおいて、「第
5回粕屋町軽スポーツ大会」を開催しました。
40チームが参加し、おおいに盛り上がりまし
た。結果は以下のとおりです。
　
【スカットボールの部】
　第１位　長戸卓L　
　第２位　桜
　
【シャフルボードの部】
　第１位　新撰組Fc B
　第２位　粕屋町ボラ連 A

新旧委員のご紹介

　　　　　　＜退任者＞　　
【前委員長　伴　　周一】
　体育指導委員を仰せつかって20
年、この間多くの町民の皆さんとの
出会いがありました。このことは、
今後の人生の糧になると信じていま
す。長い間有難うございました。
　　
 【前委員　  藤田　優子】
　あっという間の体育指導委員20
年でした。その間、たくさんの町民
の方々とふれあい、私自身もたくさ
んのことを学ばせていただきまし
た。長い間ありがとうございまし
た。　　
　　　　　　＜新任者＞　　
【新委員 　西村　美聡】 　
　この度スポーツ推進委員になりま
した、西村です。みなさんとスポー
ツを通して、粕屋町を盛り上げてい
きたいと思います。
　頑張りますので、よろしくお願い
します。

健康づく
りはスポ

ーツから
！

みなさん

奮ってご
参加くだ

さい

　4月より委員長になりました戸
原区在住の高木 繁徳です。スポー
ツ推進委員全員で、「スポーツの
力」を認識し、町民の方々に少し
でも貢献できるように活動してい
きます。よろしくお願いします。

 6/24(日)  体力テスト 粕屋中央小学校

 9/30(日)  町民運動会 粕屋東中学校

11 /25(日)  体力テスト 粕屋西小学校

 3 / 3 (日)  軽スポーツ大会  かすやドーム
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総
会

退
団
式

　
３
月
17
日
（
土
）、
江
辻
公
民
館
に

て
平
成
23
年
度
粕
屋
町
青
年
団
総
会

を
執
り
行
い
ま
し
た
。
多
く
の
来
賓

の
方
々
に
ご
出
席
頂
き
、
昨
年
度
の

活
動
内
容
を
ま
と
め
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
新
年
度
の
ス
タ
ー
ト
と
共
に
、

今
ま
で
た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
、

支
え
て
頂
い
た
先
輩
方
と
の
お
別
れ

も
有
り
ま
し
た
。
と
て
も
淋
し
く
感

じ
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
心
機
一
転

気
を
引
き
締
め
、
今
年
も
一
生
懸
命

活
動
し
て

い
き
た
い

と
思
い
ま

す
。

23年度 婦人会総会
　23年度は、会員減少などにより予算・活動計画共
に決定しない状態でのスタートでした。「自ら考え、
自ら行い、創造する婦人会」をめざして全体会議を
重ね、会員同士支えあいながら活動しました。行
政・関係機関・婦人会OBなど多くの皆さまに支え
られ、励ましていただいた一年でもありました。

3月18日（日）23年度総会を行い
ました。

粕屋町婦人会 会報
　「ねこやなぎ」第69号を発行しました。昭和
56年に第１号を発行以来、毎年２回～３回発
行し続けています。
　“ねこやなぎ”は水辺によく生える落葉低木。
早春、白銀の柔らかな毛を付けた花穂は美し
くしなやかで、生け花にも良く使われます。
以前は河原などに多く自生していました。身
近な親しみ深い植物です。この“ねこやなぎ”
のように美しくしなやかに、皆さんに愛され
る広報誌でありたいと願っています。
　町内24行政区の公民館に掲示していただく
よう、区長さんにお願いしています。ぜひ、
ご一読ください。

　粕屋町長　因 清範氏始め、粕屋町議会議長　進藤
啓一氏、行政・関係団体の会長さん方にご臨席を賜り、
23年度の報告と24年度の予算案・活動計画などを
審議しました。24年度も楽しく活動していきましょ
う。

５月の活動予定

５月15日（火）　あいさつ運動
　　　　　　　　（町内　６小中学校にて）

５月17日（木）　ひとり暮らし高齢者お弁当作り

粕屋町青年団で企画されたコーナーです。

粕屋町婦人会で企画されたコーナーです。

因町長にごあいさつを賜りました

　
同
日
、
町
内
で
、
こ
の
度
退
団
さ

れ
る
先
輩
方
の
退
団
式
を
行
い
ま
し

た
。
お
い
し
い
食
事
を
頂
き
、
た
く

さ
ん
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
と
て

も
楽
し
い
退
団
式
と
な
り
ま
し
た
。

先
輩
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
き
に
は
厳
し
く
、

と
き
に
は
優
し
く
ご
指
導
し
て
頂
き
、

私
た
ち
の
背
中
を
押
し
、
優
し
く
見

守
っ
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
先
輩
方
と
の
お
別
れ
は
大
変

淋
し
い
で
す
が
、
先
輩
方
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
、
さ
ら
に
よ
り
よ

い
青
年
団
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
６
年
間
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。
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ア
ロ
〜
ハ

泉
流 

柚
須
の
会

F
rid
a
yE
n
g
lish

英
会
話
教
室

　
第
46
回
福
岡
市
美
術
展
が
大
濠
の

福
岡
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

部

　の

　紹

　介

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。
No.244

福
岡
市
美
術
展「
入
選
」

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
開
催
日
は
、
前
期
３
月
13
日
（
火
）

〜
18
日
（
日
）
後
期
３
月
20
日
（
火
）

〜
25
日
（
日
）。

　
日
本
画
・
洋
画
・
書
・
写
真
・
工

芸
・
デ
ザ
イ
ン
・
彫
刻
・
七
部
門
に

対
し
１
、
３
１
５
点
の
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。
粕
屋
町
文
化
協
会
会
員
か

ら
も
次
の
方
々
が
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
本
画
部
門
　
　
本
郷
　
蓉
子

写
真
部
門
　
　
　
因
　
　
久

　
　
　
　
　
　
　
渕
上
　
徹

　
　
　
　
　
　
　
熊
谷
　
正
博

　
ナ
ー
レ
イ
・

オ
・
カ
ラ
ニ

プ
ア
　
フ
ラ

教
室
と
ナ
・

リ
コ
・
杉
本

フ
ラ
教
室
の

合
同
発
表
会

の
ご
案
内
で

す
。

　
教
室
を
始
め
て
２
年
３
か
月
に
な

り
発
表
会
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
達
で
す
が
、

ア
ロ
ハ
の
心
に
近
づ
け
る
よ
う
、
一

生
懸
命
に
な
り
す
ぎ
ず
、
気
楽
に
、

楽
し
く
気
持
ち
よ
く
練
習
に
励
ん
で

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
３
日
（
日
）

●
時
間
　
午
後
１
時
〜

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
問
合
せ
　
☎（
９
３
８
）
３
１
４
４

　
　
　
　
　
今
福

　
私
達
英
会
話
教
室
は
、
英
語
が
好

き
で
、
も
っ
と
英
会
話
が
上
手
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
、
こ
の
サ
ー
ク
ル

を
作
り
ま
し
た
。

　
講
師
は
カ
ナ
ダ
人
、
明
る
く
て
親

切
な
先
生
で
、
毎
週
楽
し
く
レ
ッ
ス

ン
し
て
い
ま
す
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英

会
話
が
楽
し
め
ま
す
。
私
達
の
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
一
度
、

気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
！

●
対
象
者
　
英
語
が
好
き
な
方

●
日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
７
時

　
25
分
〜
午
後
８
時
55
分

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
問
合
せ
　
☎（
９
３
８
）
９
２
５
２

　
　
　
　
　
横
尾

　
毎
週
木
曜
日
、
柚
須
文
化
セ
ン
タ

ー
で
午
後
７
時
よ
り
10
時
ま
で
、
ま

た
、
土
曜
日
は
午
後
１
時
よ
り
講
師

宅
で
、
主
に
古
典
を
習
っ
て
い
ま
す
。

平
均
年
齢
は
70
代
で
す
。
和
気
あ
い

あ
い
と
、
覚
え
も
に
ぶ
く
な
り
ま
し

た
が
、
師
の
も
と
で
や
さ
し
く
時
に

は
厳
し
く
指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　
礼
儀
作
法
、
着
物
の
着
こ
な
し
も

身
に
つ
き
ま
す
。
踊
り
を
習
っ
て
い

る
時
は
、
腰
や
足
の
痛
み
も
少
し
忘

れ
る
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
習
っ

て
み
た
い
方
は
、
是
非
一
度
み
に
き

て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先
　
原
　
フ
ミ
子

　
　
　
　
　
☎（
６
１
１
）
９
１
９
８

　
　
　
　
　
３
月
号
訂
正
　

　
　
　
　
　
　
菊
歌
会
は
菊
声
会

理　事　会　５月１４日(月) 午後２時～４時
場　　　所　サンレイク事務所
代表者会議　５月１６日(水) 午後７時～
場　　　所　サンレイク　多目的ホール

渕上　徹さんの作品 因　久さんの作品

熊谷正博さんの作品
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か
す
や
発
見

か
す
や
発
見

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

企
画
・
社
会
教
育
委
員
の
会

芋
苗
植
え
と
通
学
合
宿

　
緑
豊
か
な
大
川
小
学
校
近
く
に
、

戸
原
区
が
あ
り
ま
す
。
同
校
区
で

最
も
子
ど
も
が
多
く
、
約
１
３
０

名
の
小
学
生
が
地
域
の
方
々
に
見

守
ら
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　
戸
原
区
で
は
、
地
域
全
体
・
地

域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
の
心
身

の
成
長
を
見
守
り
育
成
し
て
い
こ

う
と
の
思
い
か
ら
、
昭
和
53
年
７

月
に「
戸
原
区
子
ど
も
会
育
成
会
」

を
発
足
さ
せ
、
様
々
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
６
月
に
行
わ
れ
て
い
る
芋

苗
植
え
で
は
、
地
域
・
地
元
の

方
々
に
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
き

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
は
慣
れ
な

い
手
つ
き
で
う
ね
作
り
か
ら
始
め
、

苗
を
植
え
、
わ
ら
を
ひ
き
ま
す
。

し
ば
ら
く
の
間
、
水
や
り
を
続
け
、

ど
ん
ど
ん
生
え
て
く
る
雑
草
と
格

闘
し
な
が
ら
も
、
大
き
な
芋
の
収

穫
を
期
待
し
て
大
事
に
お
世
話
し

て
い
き
ま
す
。

　
秋
に
な
る
と
地
域
の
方
々
と
一

緒
に
芋
掘
り
で
す
。
芋
づ
る
か
ら

き
り
、
芋
を
収
穫
で
き
た
ら
、
焼

き
芋
と
焼
き
卵
で
、「
お
芋
パ
ー

テ
ィ
ー
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
16
年
度
よ
り
、
５
・
６
年

生
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
「
通

学
合
宿
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
親
元
か
ら
離
し

共
同
生
活
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

家
庭
の
大
切
さ
を
認
識
さ
せ
る
と

と
も
に
、
自
立
性
、
連
帯
性
な
ど

を
養
い
、
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く

生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
を
育
成
す

る
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
３
泊
４
日
で
公
民
館
に
泊
ま
り

学
校
に
通
い
ま
す
。
宿
泊
中
は
、

子
ど
も
た
ち
で
協
力
し
合
っ
て
食

事
を
作
り
、
お
ふ
ろ
は
近
所
の
方

（
戸
原
編
）

（
戸
原
編
）

と
ば
ら

と
ば
ら

の
家
で
も
ら
い
湯
を
し
ま
す
。

　
地
域
生
活
体
験
の
場
と
し
て
普

段
と
違
っ
た
生
活
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
故
郷

に
良
い
思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
核
家
族
化
が
進
む
と
と

も
に
、
地
域
関
係
の
希
薄
化
が
深

刻
に
な
っ
て
い
る
中
、
長
年
に
渡

り
こ
の
よ
う
な
地
域
育
成
活
動
が

続
け
て
来
ら
れ
る
の
も
、
子
ど
も

た
ち
を
心
温
か
く
見
守
り
・
ご
支

援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の
方
々
の

お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
心

豊
か
に
暮
ら
せ
、
育
つ
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
、
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
日
々
の
暮
ら
し
を
満
足

さ
せ
、
人
生
を
よ
り
一
層
豊
か
に
し

て
く
れ
る
の
が
生
涯
学
習
で
す
。
そ

の
学
習
を
通
じ
て
、
地
域
の
結
び
つ

き
を
強
め
、
さ
ら
に
は
「
人
づ
く

り
」・「
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く

り
」
を
め
ざ
し
て
、
生
涯
学
習
研
修

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
10
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
終
了
予
定
）

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
　
多

目
的
ホ
ー
ル

●
内
容

▽
平
成
24
年
度
社
会
教
育
計
画
書
の

説
明

▽
講
演

・
講
師
　
国
際
協
力
研
究
会

　
　
サ
ー
ク
ル
代
表
　
古
川
勝
利
氏

　（
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
西
ネ
グ
ロ
ス
州

バ
コ
ロ
ド
市
名
誉
市
民
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
福
岡
友
好
協
会
理
事
）

・
テ
ー
マ
「
粕
屋
発
、
国
際
協
力
活

動
」

・
サ
ブ
テ
ー
マ
「
震
災
支
援
で
学
ぶ
、

明
日
の
日
本
人
教
育
」

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
　
☎（
９
３
８
）
１
４
１

０ 粕
屋
町
生
涯
学
習
研
修

会
へ
の
ご
案
内

　
第
22
回
粕
屋
町
町
民
囲
碁
・
将
棋

大
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
主
催

　粕
屋
町
文
化
協
会

●
日
時
　
６
月
17
日
（
日
）

　
午
前
９
時
〜

●
場
所
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
参
加
資
格

　町
内
在
住
者
又
は
町

内
勤
務
者

●
競
技
方
法
　
ラ
ン
ク
別
リ
ー
グ
戦

●
表
彰
　
町
長
杯
・
町
議
長
杯
ほ
か

●
会
費
（
昼
食
代
含
む
）

　
▽
一
般
　
１
，
５
０
０
円

　
▽
学
生
　
１
，
０
０
０
円

　
▽
小
学
生
　
　
５
０
０
円

●
申
込
み
　
６
月
５
日（
火
）ま
で
に

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
又
は
粕
屋
町

福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

●
問
合
せ
　

▽
囲
碁
　
伴
　
勝
宣

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
２
７
５
３

▽
将
棋
　
岩
田
　
均

　
　
　
　
　
☎（
６
１
１
）
５
５
４
５

粕
屋
町
町
民

　
　囲
碁
・
将
棋
大
会
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No.94

第４回 子ども会リーダー・子ども会指導者研修会を開催して第４回 子ども会リーダー・子ども会指導者研修会を開催して

　３月20日（火・祝）県立社会教育総合センタ
ーで、来年度から新たに子ども会のリーダーに
なる小学４・５年生66名と、初めて育成会長
や子ども会指導者になられる方を含めた育成会
32名が粕屋町17区から集まり、レクリェーシ
ョン講師の龍孝志さんとジュニア・シニアリー
ダー 18名で開催されました。

　まずは、龍先生の指導で、全員がアイスブレ
ーキングを巧妙に取り入れたレクを体験しまし
た。徐々に体も動くようになって走り回り、緊
張からとかれて大きな声も笑い出て、初対面の
みんなが仲良くなりました。子どもたちは、仲
間との遊びを通して自ら考え行動する子ども会
になれるように、ジュニアリーダーが主体に子

ども会リーダーの役割や子ども会のあり方を説
き、班別話し合いで年間計画を立てました。大
人たちは、子ども会活動を通して子どもが将来
たくましく生きる力を身に付けるために、大人
が仕切らない、手を出しすぎないなど、側面か
らの助言や道しるべに心がける育成会に変わる
ことを学び、レクや遊びに新しい「ねらい」を
設定することで、恒例ではない発想で楽しい活
動に変えることができると知りました。

　最後に、歴代の親ども会の引継は参考に留め
ていただき、子どもがいつもお客様扱いになら
ないよう心掛けて、遊びの中で社会性・自主性・
創造性・耐性を鍛えていただく様お願いいたし
ます。

粕屋町子ども会育成会連絡協議会で企画されたコーナーです。

平成24年度リーダー研修会の予定

第1回

　第2回

　第3回

日時：5月13日（日）
場所：県立社会教育総合センター（篠栗町）
内容：レクリェーション・第2回研修会に向けてのグループ討議
参加費：600円 
　日時：7月14・15日（土・日）1泊2日
場所：県立少年自然の家「玄海の家」
内容：レクリェーション・野外炊飯・海での活動等
参加費：2.500円（予定） 
　日時：9月16日（日）
場所：県立社会教育総合センター（篠栗町）
内容：レクリェーション・グループ討議・認定書・修了書授与 
参加費：600円

※詳細は各地区の育成会会長・子ども会指導者代表の方へお問い合わせください。

●対象　基本的に全3回の研修に参加できる5年生・6年生。
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ゆ
か
り

５月の行事予定
5月1日(火)  午前10時
 5月定例理事会
 福祉センター
5月9日(水)  午前8時30分
 グラウンドゴルフ大会
 中央スポーツ公園

３ 

月 

の 

行 

事

■
３
月
定
例
理
事
会

　
３
月
６
日
（
火
）
午
前
10
時

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
３
・
４
月
の
行
事
に
つ
い
て
打

合
せ

・
連
絡
事
項

　
会
員
数
、
総
会
出
席
者
名
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
を
、

別
紙
報
告
書
で
次
回
理
事
会
４
月

３
日
（
火
）
に
提
出
。

■
第
33
回
消
防
署
職
員
意
見
発
表
会

　
３
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

　
宇
美
町
中
央
公
民
館

　
参
加
：
４
役
、
各
部
長
６
名

　
消
防
署
職
員
６
名
、
消
防
団
員

２
名
の
方
が
日
々
の
消
火
、
救
急

活
動
や
訓
練
の
中
か
ら
得
た
知
識

に
創
意
工
夫
を
加
味
し
た
意
見
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
最

優
秀
賞
を
獲
得
さ
れ
た
大
山
　
縁

さ
ん
の
「
救
急
の
新
た
な
道
」
は
、

粕屋町老人クラブ連合会で
企画されたコーナーです。

国
に
よ
る
救
急
救
命
介
護
士
の
認

可
と
養
護
老
人
施
設
等
介
護
施
設

に
常
駐
さ
せ
れ
ば
救
命
に
役
立
つ

と
の
こ
と
で
し
た
。
現
在
介
護
士

に
は
医
療
行
為
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
の
救
命
措
置
が
施
さ
れ
、
患
者

の
救
命
に
少
し
で
も
役
立
て
た
い

と
の
思
い
に
感
銘
し
、
一
日
も
早

く
国
の
認
可
と
実
施
が
行
わ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

■
社
会
教
育
関
係
団
体
等
連
絡
会
議

　
３
月
15
日
（
木
）
午
後
７
時

　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
参
加
：
山
田
、
松
本

・
社
会
教
育
課
か
ら
平
成
24
年
度

行
事
計
画
の
説
明

・「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
ほ
っ
と
in
粕

屋
」《
か
す
や
発
見
》
の
事
業
説

明
及
び
協
力
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。

・
各
団
体
か
ら
平
成
23
年
度
活
動

実
績
報
告
と
平
成
24
年
度
の
目

標
・
計
画
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
会
員

の
増
加
推
進
運
動
を
行
っ
て
い
る

が
、
増
加
が
見
込
め
な
い
状
況
で

す
。
平
成
24
年
度
は
今
ま
で
「
愛

の
一
声
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
よ
り
高
齢
者
相
互
支

援
活
動
と
し
て
「
高
齢
者
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
推
進
事
業
」
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

■
新
旧
女
性
部
長
会

　
３
月
26
日
（
月
）
午
前
10
時

■
新
旧
会
長
会

　
３
月
26
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分

　
退
任
者
、
新
任
者
、
留
任
者
の

順
に
簡
単
な
自
己
紹
介
を
兼
ね
た

挨
拶
の
あ
と
、
安
河
内
敏
春
会
長

か
ら
連
合
会
の
組
織
・
事
業
内

容
・
活
動
状
況
・
身
分
等
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
会
計
監
査

　
３
月
31
日
（
土
）
午
前
10
時

　
福
祉
セ
ン
タ
ー

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　無
料
相
談
会

　
福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」
が

次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　
談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　
守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
11
日
（
金
）

　
午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場
　
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
研
修
室
３
・
４

●
予
約
・
問
合
せ

　
☎（
６
１
１
） 

４
０
５
７

　
　
０
９
０（
２
３
９
４
） 

９
３
１
９

　
川
口
ま
で

○草取り・草刈り
○植木のせん定・消毒
○屋外・屋内の清掃
○家事の手伝い
○育児支援 （子守・子育て・育児中の家事手伝い） 
　　　　　　　　　　　　　　　　など☎938-3300

60歳以上の町民で、健康な働く意欲のある方は、会員に申し込むことができます。いつでも電話でご連絡を。

家庭・事業所でお困りに
なったとき、経験豊富な
高齢者がお手伝いします。

☆網戸の張り替え　もいたします。
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No.136

「
エ
コ
織
物
講
座
」
に

参
加
し
て

「
読
み
聞
か
せ
活
動
」

「
第
５
回
粕
屋
町
軽
ス
ポ

ー
ツ
大
会
」に
参
加
し
て

粕
屋
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
で

企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
３
回
に
わ
た
り
卓
上
織
り
機
で

作
る
「
エ
コ
織
物
」
の
講
座
に
参

加
し
ま
し
た
。
縦
糸
は
強
い
刺
繍

糸
を
使
い
、
横
糸
に
服
や
端
切
れ
、

ハ
ン
カ
チ
等
を
５
ミ
リ
幅
に
切
っ

て
織
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
し

た
。
ハ
ン
カ
チ
１
枚
分
ほ
ど
で
10

セ
ン
チ
角
の
コ
ー
ス
タ
ー
が
出
来

上
が
り
、
し
か
も
幅
が
あ
る
の
で

40
分
程
で
出
来
ま

す
。
元
の
模
様
か

ら
想
像
で
き
な
い
、

又
違
っ
た
雰
囲
気

の
素
敵
な
仕
上
が

り
で
、
皆
お
互
い

に
見
せ
合
い
な
が
ら
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
い
ら
な
く
な
っ
た
洋
服

や
布
が
生
ま
れ
変
わ
り
そ
れ
ぞ
れ

個
性
的
な
コ
ー
ス
タ
ー
が
出
来
た

こ
と
に
大
満
足
な
楽
し
い
「
エ
コ

織
物
講
座
」
で
し
た
。

ぱ
ー
る
会
　
松
田
悦
子

　
３
月
１
日
篠
栗
町
教
育
委
員
会

よ
り
、
篠
栗
図
書
館
で
の
読
み
聞

か
せ
活
動
に
対
し
て
感
謝
状
を
頂

き
ま
し
た
。
活
動
を
始
め
て
か
ら

数
年
に
な
り
ま
す
が
、
私
達
の
方

が
毎
回
楽
し
み
に
し
て
待
っ
て
い

て
く
れ
る
子
供
た
ち
に
ど
ん
な
本

を
読
も
う
か
、
手
遊
び
は
何
を
し

よ
う
か
と
楽
し
い
時
間
を
も
ら
っ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
終
わ

っ
た
後
カ
ー
ド
に
ス
タ
ン
プ
を
押

す
と
き
大
好
き
な
本
の
話
を
し
て

く
れ
る
子
供
た
ち
や
お
母
さ
ん
方

の
笑
顔
が
励
み
に
な
り
、
こ
の
読

み
聞
か
せ
活
動
を
続
け
て
き
て
良

か
っ
た
と
思
い
こ
れ
か
ら
も
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

か
ざ
ぐ
る
ま

　
３
月
４
日
粕
屋
町
軽
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
ボ
ラ
連
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
３
チ

ー
ム
９
名
で
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
競

技
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
初
め

て
で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

で
家
族
や
友
達
と
気
軽
に
参
加
出

来
る
と
の
こ
と
で
す
。
い
ざ
競
技

が
始
ま
り
相
手
チ
ー
ム
と
交
互
に

デ
ィ
ス
ク
を
シ
ュ
ー
ト
し
て
得
点

を
取
り
合
う
の
で
す
が
、
な
か
な

か
思
う
よ
う
に
得
点
出
来
ず
一
投

ご
と
に
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。
ル

ー
ル
も
簡
単
で
２
回
目
の
参
加
で

　
６
月
16
日
（
土
）「
健
康
セ

ミ
ナ
ー
」
を
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
て
、
行
う
予
定
で
す
。

　
例
年
、
大
好
評
に
つ
き
、

新
年
度
１
回
目
の
講
座
と

し
て
実
施
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
か
す
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
情

報
誌
５
月
号
ま
た
は
、
広

報
か
す
や
に
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
よ
り

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の

お
し
ら
せ

健
康
セ
ミ
ナ
ー
の

お
し
ら
せ

し
た
が
Ａ
チ
ー
ム
は
２
位
に
な
り

楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

案
浦
千
春

障
害
者（
児
）の
よ
り
よ
い

地
域
生
活
を
め
ざ
し
て

『
協
議
会
』を
開
設
し
ま
し
た

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
、『
糟
屋
中

南
部
障
害
者
（
児
）
地
域
自
立
支
援

協
議
会
』
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
協
議
会
は
、
糟
屋
６
町
（
粕
屋
町
、

宇
美
町
、
篠
栗
町
、
志
免
町
、
須
恵
町
、

久
山
町
）
広
域
設
置
で
、
互
い
に
協

力
を
し
な
が
ら
活
動
し
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
障
害
の
あ
る
方
を
対

象
に
、
当
事
者
、
ご
家
族
、
相
談
支

援
機
関
、
民
間
事
業
者
、
教
育
機
関
、

医
療
機
関
、
労
働
機
関
、
行
政
が
参

画
・
協
力
し
て
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
具
体
的
な
活
動
は
、
障
害
の
あ
る

方
に
つ
い
て
の
困
難
事
例
へ
の
対
応
、

地
域
の
関
係
機
関
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
、
地
域
の
社
会
資
源
の

開
発
お
よ
び
改
善
に
関
す
る
こ
と
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
障

害
者
福
祉
係
　
☎（
９
３
８
）
０
２

２
９

　
協
議
会
の
事
務
局
は
、
久
山
療
育

園
重
症
児
者
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
内

で
す
。
糟
屋
郡
久
山
町
大
字
久
原
１

８
６
９
　
☎（
９
７
６
）
２
１
８
２
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税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時
　
５
月
16
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
粕
屋
町
商
工
会
館

●
専
門
相
談
員
　
税
理
士
ほ
か

●
事
前
予
約
　
粕
屋
町
商
工
会
ま

　
で

※

相
談
は
無
料
。
守
秘
義
務
を
遵

　
守
い
た
し
ま
す
。

　
粕
屋
町
商
工
会
通
常
総
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
粕
屋
町
商
工
会
員
の
方
は
是
非

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
　
５
月
25
日
（
金
）

●
開
会
　
午
後
３
時

●
閉
会
　
午
後
５
時
（
予
定
）

●
会
場
　
粕
屋
町
商
工
会
館

　
２
階
大
会
議
室

※

商
工
会
会
員
の
方
に
は
事
前
に

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

　
☎(

９
３
８) 

２
４
５
６「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.98

粕
屋
町
商
工
会
で
企
画
さ
れ
た

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご

都
合
に
よ
り
ご
欠
席
の
際
は
、

委
任
状
の
提
出
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※

お
車
で
の
お
越
し
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

　
糟
屋
郡
内
事
業
所
の
新
人
社
員
、

若
手
社
員
を
対
象
に
、
社
会
人
と

し
て
の
心
構
え
か
ら
電
話
対
応
、

名
刺
交
換
な
ど
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
実
践
ま
で
３
日
間
延
べ
９
時
間

の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
若
手

社
員
教
育
と
し
て
も
受
講
可
能
で

す
の
で
、
振
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
開
催
日
　
６
月
12
日
（
火
）・
13

日
（
水
）・
14
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分
●
会
場
　
粕
屋
町
商
工
会
館
２
階

大
会
議
室

●
受
講
料
　
各
商
工
会
会
員
事
業

所
お
一
人
５
，
０
０
０
円（
３
日

分
）、
そ
の
他
一
般
７
，
０
０
０

円
●
問
合
せ
　
粕
屋
町
商
工
会

　『
飲
酒
運
転
根
絶
条
例
制
定
記

念
大
会
』
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
７
月
21
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
８
時
〜

※

詳
細
は
商
工
会
会
報
「
か
す
や

21
」
又
は
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
商
工
会
は
、
商
工
業
者
の
経
営

支
援
や
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

会
員
資
格
は
、
町
内
に
お
い
て
引

続
き
６
か
月
以
上
事
業
所
等
を
有

す
る
商
工
業
者
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
商
工
会
に
加
入
さ
れ
、
事
業

所
の
繁
栄
の
た
め
に
商
工
会
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

●
入
会
に
関
す
る
問
合
せ

　
粕
屋
町
商
工
会

経
営
な
ん
で
も
相
談
会

開
催

粕
屋
町
商
工
花
火
大
会

開
催
予
告

粕
屋
町
商
工
会
で
は

商
工
会
会
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度 

第
51
回

通
常
総
会
の
ご
案
内

平
成
24
年
度
粕
屋
管
内
広
域

連
携
講
習
会
特
別
企
画

新
入
社
員
基
礎
研
修
を

開
催
し
ま
す
。

ご活用
くださ

い

商工会会員事業所からのお得なクーポン

情報をホームページに掲載していますの

でご活用ください。

クーポン
情報

粕屋町商工会 　検索

◆あなたもチャレンジ！よさこい教室

YOSAKOIかすや祭り実行委員会
で企画されたコーナーです。

YOSAKOI かすや祭りでおなじみの曲だけど、今年は何かが違うかも。
10月の本祭では、総踊りとして踊る予定です。ぜひ、参加してみませんか。
●日　時　６月６日・13日（かすやの笑顔）、20日・27日・７月４日（MA
　　　　　HOLOBA）　いずれも水曜日　19：20 ～ 21：00
●会　場　かすやドーム サブアリーナ
●参加費　１回１００円　※室内用運動靴、水分補給のための水やお茶を
　　　　　　　　　　　　　お持ちください。

YOSAKOIかすや祭り実行委員会事務局　粕屋町協働のまちづくり課　☎938-0173　
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（広告） （広告）

　
　
　
　
　
　
む 

ら

　
　 

ひ
ば
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

だ
い
り
び
な

　
　
　
　
　 

よ
わ
い

〔
俳
句
〕

縁
側
の
針
仕
事
ま
だ
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
党
　
　
悦
子

唐
臼
へ
注
ぐ
水
音
春
浅
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
村
　
　
栄

工
房
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
春
こ
ぼ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
　
豊
子

連
山
の
雪
の
山
襞
日
の
動
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
抖
し
子

も
の
忘
れ
気
に
せ
ぬ
齢
春
が
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
末
　
千
鶴

春
風
や
集
落
入
口
の
仁
王
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
孝
子

冠
雪
の
蜜
柑
の
雫
み
か
ん
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
ク
ニ
子

お
遍
路
の
声
の
と
ぎ
れ
し
鳥
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
正
幸

潮
見
台
沖
瑠
璃
色
に
春
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
浦
菜
穂
子

虫
食
ひ
し
雛
を
繕
ふ
さ
め
小
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
千
鶴
子

初
雲
雀
か
す
む
田
畑
に
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
松
　
久
英

忘
れ
得
ぬ
人
ば
か
り
な
り
春
の
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
戸
　
康
碩

激
流
の
仏
の
里
の
野
梅
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
井
　
澄
枝

堀
割
り
の
水
面
を
渡
る
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
代
ウ
メ
ノ

里
山
に
向
い
て
背
伸
び
春
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
辰
也

待
ち
侘
び
る
桜
め
ぐ
り
と
旅
支
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
橋
　
富
子

土
筆
ん
ぼ
浮
ぶ
思
い
出
孫
と
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
村
み
ち
こ

お
い
ら
ん
の
唇
に
似
て
紅
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
鍋
　
勝
代

鬼
の
面
手
足
震
わ
せ
泣
く
子
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
弘
子

木
蓮
の
花
朝
風
に
ゆ
ら
め
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
子

手
作
り
の
部
屋
ご
と
に
座
す
内
裏
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
　
　
初

岩
間
這
う
清
水
の
流
れ
春
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乙
藤
　
和
義

一
人
居
も
予
定
び
っ
し
り
春
爛
漫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
ミ
ヨ
コ

深
夜
便
音
の
旅
す
や
春
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
弘
子

〔
川
柳
〕

存
分
に
生
き
た
と
思
う
勝
手
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
鈴
女

生
き
上
手
笑
い
袋
を
持
っ
て
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
さ
だ
き

時
々
は
最
敬
礼
も
し
て
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
井
す
み
子

生
き
て
い
る
実
感
腹
が
減
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
　
成
子

抜
群
の
鈍
感
力
で
生
き
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
海
　
与
一

身
を
以
っ
て
強
く
生
き
よ
と
覚
す
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
多
久
島
か
よ
子

だ
だ
び
ろ
い
旧
家
の
欄
間
自
己
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城
千
代
子

ひ
ろ
び
ろ
と
海
の
紺
さ
よ
鎮
魂
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
尋
よ
し
恵

政
界
に
ド
ン
と
置
き
た
い
清
浄
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
井
　
秀
子

放
射
能
見
え
な
い
空
気
汚
し
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
節
子

張
り
つ
め
た
空
気
の
中
の
受
験
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
ま
ど
か

宙
さ
ん
の
生
き
方
も
よ
し
旅
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
さ
く
ら

母
居
る
だ
け
家
の
空
気
が
や
わ
ら
か

い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
愛

脇
役
が
空
気
を
読
ん
で
し
ゃ
し
ゃ
り

出
る
　
　
　
　
　
　
　
楢
原
と
よ
お
き

生
き
て
き
た
悲
喜
こ
も
ご
も
を
湯
で

流
す
　
　
　
　
　
　
　
　
瀧
本
　
章
志

蕗
の
薹
記
憶
の
底
の
母
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
武
　
秀
月

〔
短
歌
〕

屋
根
よ
り
も
高
く
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
元

気
に
育
て
天
ま
で
上
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
原
　
弘
子

隣
人
は
重
き
野
菜
を
買
い
来
た
る
足

腰
萎
え
し
我
の
為
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安
部
　
絹
代

春
の
よ
い
明
星
を
連
れ
空
の
旅
さ
ぞ

楽
し
か
ろ
上
弦
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
　
　
勝

驚
か
ぬ
令
と
な
り
て
も
や
る
せ
な
き

大
震
災
に
幾
度
涙
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
筋
ア
イ
子

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
俳
句
・
川

柳
・
短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、

楷
書
で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連

絡
先（
問
合
せ
先
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
月
１
日

ま
で
に
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
、

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ

　
粕
屋
町 

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課

☎(

９
３
８) 

０
１
７
３

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
９
３
８
）
３
１
５
０
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３
月
31
日
付
で
、
次
の
方
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

　
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

◎
退
職

▽
安
河
内
裕
治
（
住
民
福
祉
部
健
康

づ
く
り
課
長
）

▽
矢
野
正
剛
（
都
市
政
策
部
環
境
生

活
課
長
）

▽
小
西
秀
美
（
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
給
食
共
同
調
理
場
調
理
員
）

▽
宮
川
健
二
（
教
育
委
員
会
事
務
局

学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
）

▽
工
藤
早
苗
（
総
務
部
経
営
政
策
課

長
）
　

▽
藤
本
真
留
美
（
住
民
福
祉
部
介
護

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
長
）
　

▽
箱
田
義
彦
（
総
務
部
総
務
課
現
業

職
）

▽
一
ノ
瀬
由
佳
（
住
民
福
祉
部
子
ど

も
未
来
課
大
川
幼
稚
園
教
諭
）

▽
門
司
直
子
（
住
民
福
祉
部
子
ど
も

未
来
課
西
幼
稚
園
教
諭
）

▽
嶋
田
裕
香
（
住
民
福
祉
部
介
護
福

祉
課
主
事
）

　
４
月
１
日
付
で
職
員
を
採
用
し
、

同
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

◎
新
規
採
用

▽
木
原
　
渚
（
教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
課
主
事
）

粕
屋
町
役
場
の
人
事

▽
田
代
真
理
（
住
民
福
祉
部
介
護
福

祉
課
主
事
）

▽
吉
田
秀
央
（
都
市
政
策
部
上
下
水

道
課
主
事
）

▽
嘉
川
智
史
（
都
市
政
策
部
都
市
整

備
課
主
事
）

▽
栗
元
陽
平
（
総
務
部
収
納
課
主

事
）

▽
上
野
佑
太
朗
（
総
務
部
税
務
課
主

事
補
）

▽
古
賀
那
津
美
（
総
務
部
総
務
課
主

事
）

▽
荒
木
佑
輔
（
都
市
政
策
部
都
市
整

備
課
主
事
）

▽
江
口
友
季
子
（
住
民
福
祉
部
子
ど

も
未
来
課
大
川
幼
稚
園
教
諭
）

▽
中
嶋
由
紀
（
住
民
福
祉
部
子
ど
も

未
来
課
中
央
幼
稚
園
教
諭
）

▽
清
水
菜
々
美
（
住
民
福
祉
部
子
ど

も
未
来
課
西
幼
稚
園
教
諭
）

◎
昇
格
・
異
動
　
（
　
）
内
は
旧
所

属
で
す
。

■
議
会
事
務
局

【
議
会
事
務
局
】

▽
議
会
事
務
局
係
長
　
安
松
茂
久

（
環
境
生
活
課
環
境
衛
生
係
長
）

■
総
務
部

【
総
務
課
】

▽
主
査
　
山
田
由
紀
（
税
務
課
主

査
）
▽
主
査
　
北
脇
厚
男
（
上
下
水

道
課
主
査
）

【
経
営
政
策
課
】

▽
課
長
　
箱
田
　
彰
（
収
納
課
長
）

▽
財
政
係
長
　
近
藤
真
仁
（
税
務
課

主
査
）

【
税
務
課
】

▽
主
事
　
案
浦
弘
継
（
子
ど
も
未
来

課
主
事
）

【
収
納
課
】

▽
課
長
　
瓜
生
俊
二
（
地
域
振
興
課

長
）
　

【
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
課
】

▽
課
長
　
安
川
喜
代
昭
（
社
会
教
育

課
長
）

■
住
民
福
祉
部

【
総
合
窓
口
課
】

▽
主
査
　
吉
次
亜
紀
子
（
総
務
課
主

査
）

【
子
ど
も
未
来
課
】

▽
主
査
　
田
中
伸
幸
（
学
校
教
育
課

主
査
）
▽
仲
原
保
育
所
保
育
士
　
森

由
美
（
中
央
保
育
所
保
育
士
）
▽
大

川
幼
稚
園
教
諭
　
林
　
マ
ス
ミ
（
中

央
幼
稚
園
教
諭
）

【
介
護
福
祉
課
】

▽
高
齢
者
支
援
係
長
　
吉
原
郁
子

（
健
康
づ
く
り
課
健
康
推
進
係
長
）

▽
介
護
保
険
係
長
　
中
原
一
雄
（
上

下
水
道
課
業
務
係
長
）
▽
主
査
　
髙

榎
元
（
総
合
窓
口
課
主
査
）

【
健
康
づ
く
り
課
】

▽
課
長
　
大
石
　
進
（
経
営
政
策
課

財
政
係
長
）
▽
健
康
推
進
係
長
　
　

石
川
倫
子
（
健
康
づ
く
り
課
主
査
）

▽
主
事
　
八
尋
早
見
（
社
会
教
育
課

主
事
）

■
都
市
政
策
部

【
都
市
整
備
課
】

▽
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
　
瀧
本
信

吾
（
介
護
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
介
護

保
険
係
長
）
▽
主
査
　
山
田
成
悟

（
上
下
水
道
課
主
査
）

【
地
域
振
興
課
】

▽
課
長
　
案
浦
正
明
（
環
境
生
活
課

課
長
補
佐
（
須
恵
町
外
二
ヶ
町
清
掃

施
設
組
合
出
向
）
）

【
環
境
生
活
課
】

▽
課
長
　
因
　
光
臣
（
都
市
整
備
課

課
長
補
佐
兼
工
務
係
長
）
▽
付
課

長
・
須
恵
町
外
二
ヶ
町
清
掃
施
設
組

合
出
向
　
青
木
繁
信
（
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
課
長
）
▽
環
境
衛
生
係
長
　

吉
村
健
二
（
上
下
水
道
課
業
務
係

長
）

【
上
下
水
道
課
】

▽
管
理
係
長
　
藤
川
真
美
（
上
下
水

道
課
主
査
）
▽
業
務
係
長
　
井
手
正

治
（
都
市
整
備
課
管
理
係
長
）
▽
主

査
　
岡
村
彰
久
（
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
課
主
査
）
▽
主
事
　
鵜
城
秀
斗

（
都
市
整
備
課
主
事
）

■
教
育
委
員
会

【
学
校
教
育
課
】

▽
課
長
　
八
尋
悟
郎
（
介
護
福
祉
課

課
長
補
佐
兼
高
齢
者
支
援
係
長
）
▽

学
校
教
育
係
長
　
安
河
内
淑
子
（
学

校
教
育
課
主
査
）
▽
主
任
主
事
　
岩

﨑
智
憲
（
都
市
整
備
課
主
任
主
事
）

▽
現
業
職
　
安
藤
美
奈
子
（
粕
屋
中

央
小
学
校
用
務
員
）
▽
粕
屋
中
学
校

用
務
員
　
瀧
本
智
子
（
学
校
給
食
共

同
調
理
場
調
理
員
）
▽
粕
屋
中
央
小

学
校
用
務
員
　
工
藤
智
美
（
学
校
給

食
共
同
調
理
場
調
理
員
）
▽
粕
屋
中

央
小
学
校
図
書
司
書
　
清
武
菊
香

（
粕
屋
中
学
校
図
書
司
書
）
▽
粕
屋

西
小
学
校
図
書
司
書
　
肱
岡
真
理
子

（
仲
原
小
学
校
図
書
司
書
）
▽
大
川

小
学
校
図
書
司
書
　
山
内
亜
希
（
粕

屋
東
中
学
校
図
書
司
書
）

【
社
会
教
育
課
】

▽
課
長
　
安
河
内
強
士
（
議
会
事
務

局
次
長
兼
議
会
事
務
局
係
長
）

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】

▽
所
長
　
関
　
博
夫
（
学
校
教
育
課

長
）
▽
調
理
員
　
篠
原
武
虎
（
上
下

水
道
課
現
業
職
）
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り
つ

平
成
25
年
の
歌
会
始
詠
進
歌

お
題
は 

「
立
」

　
平
成
25
年
に
開
く
歌
会
始
の
お

題
は「
立
」で
す
。

（
注
）「
立
」
の
文
字
を
使
用
し
て
い

れ
ば
「
立
志
」「
立
春
」
の
よ
う
な

熟
語
を
使
用
し
て
も
差
し
支
え

あ
り
ま
せ
ん
。　

　
詠
進
要
領
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
作
品
　
自
作
の
短
歌
で
一
人
一

首
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

●
応
募
方
法

①
用
紙
は
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。

【
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め

  

自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
】

　
代
筆
と
し
、
別
の
紙
に
代
筆
理
由

と
代
筆
者
の
住
所
、
氏
名
を
書
い

て
添
え
る
。（
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
は
、

別
の
紙
に
こ
れ
ら
の
機
器
を
使

用
し
た
理
由
を
書
い
て
添
え
る
）

　
な
お
、
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字

で
詠
進
で
き
ま
す
。

②
書
式
は
半
紙
を
横
長
に
使
い
、
右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分
に

郵
便
番
号
と
住
所
・
電
話
番
号
・

氏
名（
本
名
、
ふ
り
が
な
付
）・
生

年
月
日
・
職
業（
な
る
べ
く
具
体
的

に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て
く
だ
さ

い
。無
職
の
場
合
は
「
無
職
」
と
書

い
て
く
だ
さ
い（
以
前
職
業
に
就

い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、な

る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く

だ
さ
い
）。な
お
、
主
婦
の
方
は

「
主
婦
」
と
書
い
て
も
構
い
ま
せ

ん
。

●
申
込
み
　
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と

書
い
て
、「
〒
１
０
０
ー
８
１
１

　 

１ 

　
宮
内
庁
」
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。９
月
30
日（
日
）ま
で
の

消
印
有
効
で
す
。

●
問
合
せ
　
宮
内
庁
式
部
職
あ
て

に
、郵
便
番
号
と
住
所
・
氏
名
を

書
き
、返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封

筒
を
同
封
し
て
、９
月
20
日（
木
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kunaicho

.go
.jp/

書式図（横長）

（
山
折
り
）

〒

　住

　
　所

　
　電
話
番
号

お
題

　「
立
」

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

職

　
　業

氏

　
　
　名

ふ

り

が

な

生
年
月
日

　
水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
有
効
期
間

（
８
年
間
）
が
満
了
す
る
前
に
、
町
が

委
託
し
た
次
の
指
定
工
事
業
者
が
交

換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
は
、
町
内
全
域
で
φ
20
㎜
以

上
を
ご
使
用
で
交
換
対
象
の
お
宅
の

メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　
☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　
☎（
９
３
８
）
４
５
７
６

㈱
倉
田
　
　
☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

松
山
工
業
㈱
☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

●
問
合
せ
　
直
接
各
担
当
の
委
託
業

者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、
粕

屋
町
上
下
水
道
課
☎（
９
３
８
）
０

　
２
３
９
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　
交
換
の
お
知
ら
せ

　
平
成
24
年
３
月
「
粕
屋
町
福
祉
巡

回
バ
ス
運
行
協
議
会
」
に
よ
り
、
運

行
改
善
提
案
が
行
わ
れ
、
７
月
17
日

（
火
）
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ス
の

運
行
を
Ｊ
Ｒ
駅
、
銀
行
、
病
院
な
ど
、

多
く
の
町
民
の
方
々
が
利
用
し
や
す

く
な
る
よ
う
に
変
更
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月
号

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
介
護
福
祉
課
社

　
会
福
祉
係 

☎（
９
３
８
）０
２
２
９

ふ
れ
あ
い
福
祉
バ
ス
の

運
行
が
変
わ
り
ま
す

　
毎
年
５
月
初
め
に
４
月
１
日
現
在

の
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
に
、

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
送
っ
て

い
ま
す
。
５
月
31
日
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
県
税
事
務
所
や
金
融
機
関

の
ほ
か
に
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
を
利
用
す
る
と
、
土
曜
・
日
曜
、

夜
間
も
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
は
、
東
福
岡
県
税
事
務

所
　
☎（
６
４
１
）
０
２
０
１
ま
で

自
動
車
税
は
５
月
31
日

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

（広告）
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平成24年度粕屋町緊急経済対策事業住宅改修工事
（住宅リフォーム）補助金制度の受付が始まります
●目的
　　粕屋町では、地域経済の活性化及び町民生活の安定を図るため、町民が町内の施工業者によって
住宅の改修工事を行う場合に、経費の一部を補助金として交付します。ただし、補助金の額は各年
度の予算の範囲内で、この制度は平成26年３月31日までで効力を失います。
●補助の対象　以下の４項目すべてに該当すること。
　（１）粕屋町民であること
　（２）住宅の所有者であって、当該住宅に現に居住していること
　（３）町税の滞納がないこと
　（４）この補助金の交付を受けたことがないこと
●補助対象となる改修工事
　　町内の施工業者が請負う工事で、工事費が10万円以上（消費税を除く。）のもので、補助金の交
付決定後に着手し、平成25年３月31日までに工事が完了し、工事代金を支払った改修工事です。
●工事の内容　※平成24年度から、対象工事要件の一部を緩和しました。
　①バリアフリー改修工事…手すりの設置、段差解消工事、滑り止め工事　など
　②省エネ化改修工事………壁、床、天井などへの断熱材の設置工事、太陽光発電の設置工事　など
　③耐震工事…………………基礎部分補強工事、筋かい、構造用合板による補強工事　など
　④耐久性能改修工事………屋根のふき替え、屋根及び外壁の塗装工事、壁、床及び天井の改修、
　　　　　　　　　　　　　玄関など出入口の改修工事　など
●補助金の額
　　住宅改修工事に要した工事費（消費税を除く。）の10分の１に相当する金額（千円未満切り捨て）で、
10万円を限度とします。ただし、他の住宅改修補助金（助成金）を受けた場合は、本補助の対象と
なる工事金額が10万円以上（消費税を除く。）のものに限ります。
　　補助金の交付は、同一住宅に対し１回です。
●補助申請の受付　平成24年６月１日から
　※平成24年度予算枠（300万円）を超えたときは、その時点で受付を締め切ります。
　　分からないことや不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。
　　粕屋町地域振興課地域振興係　☎938-0149

粕屋町ホームページをご覧ください！
　町からの最新情報は、粕屋町ホームページをご覧ください。

　毎月１日に「広報かすや」を発行しておりますが、皆さまのご家庭に届くまでに、

原稿入稿、校正、印刷、納品、配布と、どうしても一定期間が必要となります。

　広報かすやに掲載できなかった最新情報ほか、多くの情報を掲載しております町ホームページもご覧ください。

　「粕屋町」で検索するか、http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/ までアクセス願います。

粕屋町協働のまちづくり課　

　
福
岡
県
で
は
、
県
の
施
策
・
制
度

な
ど
に
つ
い
て
、
ご
意
見
・
ご
提
案

を
い
た
だ
く
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
18
歳
以

上
の
人
（
平
成
24
年
４
月
１
日
現

在
）

　
た
だ
し
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の

議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、
平
成

22
・
23
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験

者
は
除
き
ま
す
。

●
任
期
　
６
月
下
旬（
予
定
）〜
平
成

25
年
３
月
31
日

●
謝
礼
　
活
動
状
況
に
応
じ
て
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈

●
募
集
期
間
　
４
月
１
日
〜
５
月
31

日
（
消
印
有
効
）

※

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
応
募
は
が
き
は

市
町
村
窓
口
、
県
庁
、
県
総
合
庁

舎
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
観
光
情

報
ひ
ろ
ば
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

●
申
込
み
・
問
合
せ
　
福
岡
県
県
民

情
報
広
報
課
広
聴
係
　
☎（
６
４

３
）
３
１
０
３

平
成
24
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
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24　年

前年対比

35

－5

　0

－2

50

＋3

76

－7

　0

－2

102

+4

2月末現在町内の交通事故発生状況

発生

発生件数

2月中 2月中 2月中

負傷者数死者数区分

町の人口

24年

23年

22年

3月末現在

43,154

42,628

42,267

21,280

21,085

20,973

21,874

21,543

21,294

17,392

17,128

16,898御

　
礼

寄
附
受
納
団
体

寄
　
贈
　
主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

左
の
方
々
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
橋
二
区
友
好
会

内
橋
二

大
塚
　
和
子

大
塚
　
準
一

76

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

戸
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

戸
　
　
原

重
富
　
厚
二

重
富
　
幸
子

87

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

酒
　
　
殿

案
浦
　
　
茂

案
浦
　
繁
輝

98

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

酒
　
　
殿

安
河
内
勇
臣

安
河
内
菊
枝

86

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

若
宮
区
老
人
ク
ラ
ブ
長
寿
会

若
　
　
宮

吉
田
　
裕
司

吉
田
　
　
司

83

３
月
１
日
〜
３
月
31
日
（
敬
称
略
）

人　口 男 女 世帯数

５月の税金

固定資産税　　　第１期

軽自動車税　　　全　期

ゴールデンウィークの
休日急患診療実施診療所一覧

■ゴールデンウィークの休日急患診療を、
　下記のように実施いたします。
※診療時間はいずれも午前9時～午後5時です。

※休日在宅当番医が変更になる場合もあります。
　事前に病院などへ確認してください。
※内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場
　合があります。

5/3(木)

5/4(金)

5/5(土)

5/6(日)

町 名

志免町

志免町

宇美町

粕屋町

町 名

病院名

仲原病院

栄光病院

久恒病院

片井整形外科・内科病院

病院名

電話番号

621-2802

935-0147

932-0133

938-4860

電話番号

〈外　科〉

〈内科・小児科〉〈歯科〉

5/3(木)

5/6(日)

～

粕屋中南部休日
診療所久山町 652-3119

（糟屋郡久山町大字久原3168-1）

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
で
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
行

政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
相

談
を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
は
、
下
記
の
と
お
り

行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

行
政
相
談
の
ご
案
内

【
行
政
相
談
日
】

●
日
時
　
毎
月
第
１
火
曜
日
（
原
則
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

４
月
３
日（
火
）・
５
月
１
日（
火
）

６
月
５
日（
火
）・
７
月
３
日（
火
）

８
月
７
日（
火
）・
９
月
４
日（
火
）

10
月
２
日（
火
）・
10
月
16
日（
火
）

11
月
６
日（
火
）・
12
月
４
日（
火
）

１
月
８
日（
火
）・
２
月
５
日（
火
）

３
月
５
日（
火
）

※
10
月
16
日
は
、
特
別
行
政
相
談
日

　
で
す
。

●
場
所
　
粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（
粕
屋
町
大
字
長
者
原
２
５
２
）

●
行
政
相
談
委
員

　
　
鳥
飼
裕
子
さ
ん

　
　
安
松
初
美
さ
ん

　
く
ら
し
・
行
政
な
ん
で
も
相
談
所

（
合
同
行
政
相
談
所
）
を
開
設
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

　
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
25
日
（
金
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時

●
場
所
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
福
岡
２
階

イ
オ
ン
ホ
ー
ル

●
相
談
内
容
　
登
記
・
人
権
問
題
、

税
金
（
所
得
税
、
相
続
税
な
ど
）、

交
通
・
生
活
安
全
、
町
政
、
国
の

行
政
一
般
に
関
す
る
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

●
参
加
機
関
　
福
岡
法
務
局
、
福
岡

国
税
局
税
務
相
談
室
、
警
察
署
、

粕
屋
町
、
志
免
町
、
行
政
相
談
委

員
、
九
州
管
区
行
政
評
価
局

●
問
合
せ
　
総
務
省
九
州
管
区
行
政

評
価
局
　
行
政
相
談
課
　
☎（
４

３
１
）７
０
８
１

糟
屋
地
区
合
同
行
政
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

●
問
合
せ
　
粕
屋
町
協
働
の
ま
ち
づ

　
く
り
課
　
☎（
９
３
８
）
０
１
７
３
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行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

５月の行事予定表５月の行事予定表

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 運動遊び
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制（定員になり次第締め切り）
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 折り紙遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 戸外遊び
10か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成23年7月生まれの児
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 
お楽しみ園庭開放 10:00～11:00 中央保育所 砂遊び
2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成22年1月生まれの児
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（1・2歳児対象）
マタニティ相談 13:00～14:30 健康センター 前日までに予約してください
赤ちゃん相談 13:00～15:00 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）
園庭開放 10:00～11:00 西保育所 戸外遊び
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 木のパズルで遊ぼう
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 おもちゃ作り
4か月児健診 13:20～13:50 健康センター 平成24年1月生まれの児
子育て広場 10:00～11:30 仲原保育所 砂・泥遊び
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 親子クッキング(クッキー） ※要予約
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 体操のお兄さんと遊ぼう（3・4・5歳児対象）
4か月児健診 13:00～13:40 健康センター 平成24年1月生まれの児
子育て支援イベント 10:00～12:00 ヴィラのぞみ愛児園 ゲーム、運動遊び
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 バス遠足 ※要予約
1歳6か月児健診 12:50～13:50 健康センター 平成22年10月生まれの児
3歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成21年4月生まれの児
国保特定健診、後期高齢者基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診、後期高齢者基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
国保特定健診、後期高齢者基本健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします
子育て支援イベント 10:00～11:30 わかば保育園 5月のお誕生会（スタンプラリー）
子育て支援イベント 10:30～12:00 大川保育園 4・5月のお誕生会

６月上旬の行事予定表６月上旬の行事予定表

※BCG・三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。
※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-0258

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

1　(火)
 

2　(水)
 

7　(月)
 
 
8　(火)

9　(水)
 
 

10　(木)
 
 

15　(火)
 
 

16　(水)
 
 

17　(木)
 
 
 
18　(金)
21　(月)

23　(水)
 
 

24　(木)
 
 
25　(金)
28　(月)
29　(火)

30　(水)
 
31　(木)

特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 
  粕屋中学校
第36回町民ソフトボール大会 8:30～　　　 粕屋東中学校
  中央スポーツ公園 
健康相談 9:00～12:00 健康センター 
ウォーキング日 9:30～　　　 健康センター 町内をウォーキング（どなたでも参加できます）
親子オープンルーム 9:30～11:30 健康センター 乳幼児
行政相談 10:00～12:00 福祉センター 
心配ごと相談 10:00～12:00 福祉センター 

1　(金)

3　(日)

4　(月)
 
 

5　(火)


